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１１．日本産トビウオ類の生活史（承前）
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トビウオ

Platesl，42-45；Textng，４；Tableｓ３５，３６

体長245～270ｍｍ，全長320～345ｍｍに達する中型のトビウオで，鹿児島県，宮崎県及び

東京市場で採集された標本のうち５個体における脊椎骨数４７，４８(32＋16,31＋16,31＋17)．

成魚の形態（P1.42,丘9.Ａ)：上記の各地で採錐した成魚１２個体の鰭条などの数及び各部分
の測定値は次に示すようである．

背鰭条数１０～12,樗鰭条数９～11,胸鰭条数1７，１８（i＋ii＋13～14＋i，前端の１個は萎縮

鰭条)，背鰭前方の正中線上の隣数３３～37,背鰭起点と側線との間の隣列数７，側線と騨鰭起
点との間の鱗列数３，鯛細数４～６＋13～16.
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体長に対する百分比：頭長22～24,体高16～18,,体幅14～15,吻長63～7.3,眼径6.7～

7.4,眼間径6.7～7.4，最長背鰭条8.5～10.0,最長樗鰭条6.7～8.5,背鰭基底長14.2～15.0,

唇鰭基底長10.3～12.3,胸鰭長66～70,腹鰭長28～31,吻端より腹鰭基底に至る距離59～

61,背鰭起点に至る距離74～76,唇鰭起点に至る距離77～79,尾柄高6.5～7.0,尾鰭上葉

長20～22,下葉長27～30．

これらのうち５個体の測定値をＴａｂｌｅ３５にかかげる．

Table３５．Ｐﾉ"昭"ｉｃｈｒﾉiysagoo（TEMMINcKetScHLEGEL）
MeasurementsandColmts

９
８
６
０
０
６
６

■
■
■
■
●
。
●

８
４
２
７
７
８
０

１
１
２
１

Serialnumber

Locality＆
Datecollected

KCF1664

Makurazaki

４９－１０－８

ＫＣＦ１６６５

〃

〃

ＫＣＦ１６６７
〃

〃

ＫＣＦ１９８０

Ｔｏｋｙｏ
50-7-15

ＫＣＦ１９８１
〃

〃

８
０
０
８
７
０
３
０
３
９

●
■
４
●
●
４
●
■
①
●

０
４
８
５
７
０
７
５
２
６

６
７
７
６
２
１
１
１

Ｓｅｘ

Ｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈｉｎｍｍ
Ｔｏｔａｌｌｅｎｇｔｈｉｎｍｍ・

ｍｐｅｒｃｅｎｔｏｆｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈ：
Ｄｅｐｔｈｏｆｂｏｄｙ
Ｂｒｅａｄｔｈｏｆｂｏｄｙ
Ｈｅａｄｌｅngth
Snoutlength
Diameterofeye
lnterorbitalwidth

Postorbitallengｔｈ

Ｄｉｓｔａｎｃｅｆｒｏｍｓｎｏｕｔｔｏ：

Ventral

Dorsal

Anal

Pectorallength
Ventrallength
Lengthorthelongestdorsalray
Lengthofthelongesｔａｎａｌｒａｙ
Ｌｅｎｇｔｈｏｆｄｏｒｓａｌｂａｓｅ
Ｌｅｎｇthofanalbase
Depthofcaudalpeduncle

Lengthofcaudal：

Ｕｐｐｅｒｌｏｂｅ
Ｌｏｗｅｒｌｏｂｅ

Ｎｕｍｂｅｒｏｆ：

Dorsalrays
Analrays
Pectoralrays（i＋､）
Predorsalscales

Scalerowsabovelateralline
Gillrakers

Vertebrae

8
256

330

8
256

327

8
260
327

8
257

320

早
274

330‐

４
３
０
０
０
６
２

■
Ｕ
色
■
凸
◆
●

８
５
３
７
７
８
０

１
１
２
・
１

今井言日本近海産トビウオ類生活史の研究－１１

21.8 21.8

29.2

１
３
９
７
５
０
０

●
●
●
●
。
■
●

８
３
１
６
６
８
０

１
１
２
１

８
６
７
４
５
４
４
５
６
０

台
■
●
●
。
ｐ
●
９
年
由

９
４
７
０
０
９
７
４
１
７

５
７
７
７
３
１
１

４
７
８
８
２
４
８
９
３
５

●
●
●
①
●
■
●
ｑ
●
■

１
５
８
８
８
９
７
４
１
６

６
７
７
６
２
１
１

ｉ,１０
ｉ'９
ii,1５
３４

７

５＋14
31＋1６

０
０
０
０
２
６
８
８
５
６

●
■
■
●
■
Ｇ
■
■
■
■

０
５
８
７
９
９
７
４
０
６

６
７
７
６
２
１
１

８
８
４
７
８
２
０
４
９
７

Ｐ
●
■
●
□
●
谷
Ｕ
●
や

８
４
７
９
８
０
７
４
０
６

５
７
７
６
２
１
１
１

21.7

29.2

ｉ,１０
ｉ,I0
ii,1５
３５

７

４＋16
30＋1７

20.2

27.3

ｉ'９
ｉ'９
ii,1５
３３

７

ｉ,１１
ｉ，，
ii,1５
３６

７

４＋13
31＋1７

ｉ,１０
ｉ，９
ii,1５
３７

７

トビウオ類として標準的な形態で，腹鰭の基底と尾鰭中央鰭条の先端との距離は前者と

眼の後部，もしくはそのやや後方との距離にひとしい．胸鰭の先端は背鰭基底の後端叉は

そのやや後方に，腹鰭の先端は樗鰭のほぼ中央に達する．胸鰭は(前端の萎縮鰭条を除き，

以下同様）第４鰭条が最長,第１，２鰭条は共に分岐せず比較的短くて互に密接し，最長緒

条のそれぞれ４５～47,59～６７ｐｅｒｃｅｎｔにあたる．第３鰭条以下は最後の１～２個を除き

すべて分岐する．梼鰭はその鰭条数が背鰭にひとしい場合もあるが，起点は背鰭の第２～

４鰭条の基底下方にあたる．両顎には円錐歯が発達しているが口蓋骨には歯がない．

色相：体色には著しい特色はない．胸鰭は先端と下部の５～６鰭条を除いては鰭条，鰭

膜ともに暗色をおび，個体によっては下部の淡色の部分が鰭の前部においてかなり上方ま
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でひろがっているものもある．これらの暗色の部分の輪廓は不明瞭で固定保存した標本で

はかなり変化している場合もあり特徴としがたい.腹鰭の中央４鰭条は色胞をおび,その間

の鰭膜も基底に近ずくに従い暗色をおびる．背鰭は全体に色胞をおび，外方に至るに従い
やや濃色となり，中央より後方では特に著しく鰭の外縁に至るまでひろく黒色を呈する．

腹鰭と背鰭の黒色の部分は固定保存した標本でも明かにみとめることができる．樗鰭は無
‘色，尾鰭は一様に黒い．

生活史：1954年１０月，鹿児島県薩摩半島の南端､開聞岬に近い川辺郡開聞町川尻地先の

トビウオ漁場で本種の人工受精を行い筆者の教室で鵬化,その後６０日にわたって飼育をつ
づけ卯内発生と幼期の発育とを観察した．

叉，天然の幼期標本としては甑島,大隅群島，トカラ列島,奄美群島,沖織諸島，宮古列

島などの諸水域及びその西方のシナ海沖合などで体長9.0～85.0ｍｍ（全長105～106ｍｍ）
の７３個体が採集され，更に台湾東方水域で本種の未成魚と思われる体長165～179ｍｍ(全
長212～226ｍｍ）の３個体が採'雌されている．

卵（P１．１，ＥｇＧ)：卯径1.38～1.60ｍｍの沈性卵で卵膜上には広く一面に附着糸を生
ずる．その数は半球面上に17～33個（多くの卯では20～25個，卯径，附・着糸数はともに
２尾の早より得た１０個の卵により測定)．

鹿児島県枕崎で採集された体長26ｃｍの成熟した早の抱卵数は約15,000個である．

卵内発生：人工授精は1954年１０月５日２２時,鹿児島県川辺郡開聞町川尻の地先でト
ビウオ漁船に乗船し，夜間の刺網に躍った活魚皐１尾に対-し古２尾を用いて行った．この

ときの表面水温23.6～245℃，受精率はきわめて高かった．受精卵は翌日午前中に筆者の

実験室に持ち帰り，水温22.5～23.5℃に調節した鵬化槽に収容し静かに送気しつつ捕育し
その卵内発生を観察した．その経過の概要は次に示す通りである．

受精後３時間で４細胞期，４時間で８細胞期，６４細胞期以後は旺盤の細胞層は２層とな
り９時間後には桑実期に入る．１８時間で褒旺期に入り旺楯が明かとなり，２５時間後にはそ

の上に原条が現れる．このとき旺盤は卵黄表面の１/２をおおう．

３０時間後には旺体はほぼ明かになり頭部には眼胞の形成が始り，同時にKuPEFER氏胞
を生ずる．３３～３５時間で原口が閉じ，庇体躯幹部には７～８個の筋肉節が現れる．４０～４５

時間後には筋肉節は１３～14個となり，この部分と眼胞上とに黄色胞を承とめる．KuPFrER

氏胞ははなはだ小さくなり４７～５０時間後には消失する．

心臓は４５時間内外でほぼ形成を終り４７～50時間後には揮動がみとめられるようにな
り，６０時間後には尾部及び腹部の大血管も完成し，毎分80～100回の挿動が観察されるに

至る．

６０～70時間で耳胞も完成し脳の外形も明かとなり，旺体は卯内で活動し始め，７０～80時

間後には眼球も完成し，旺体の尾部は卵黄より分離しこれをめぐる膜鰭が発達し始める．
時を同じくして胸鰭の原基も明かとなる．消化管の原基もみとめられるがなお外通して
ない．

受精後８日目には旺体は卯内を一周し，尾端は頭部をおおい，卵黄は卯径の１/2大とな
る．腹鰭の原基も現れ盛に胸鰭を動かすのがみとめられる．９日目には黒色胞及び虹胞が
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頭部及び体の前部に現れ始める．虹胞は特に眼の虹彩上では著しく密集する。かくして１０

日目の夕刻（受精後235時間）よりＪｌｌｆ化し始め１３日目まで継続する．

本種の卵内発生の順序は黄色胞が比較的早く出現する点はハマトピウオに似ているが，

その他の点ではツクシI､ビウオ，ホソトビ，アリアケトピウオなどと大差はない．

購化：蛎化の約２時間前より旺体の呼吸運動が盛になるのがみとめられ，その頃から

卯膜はやわらかくなり卵形は不整となる．鵬化に際しては旺体はくりかえしてはげしく体

を動かし遂に一挙に卵から逸出する．リl浮出孔は不規則な裂孔状，鵬出した仔魚はただちに

水の表面に溝ぎ出る．

蛎化はハマトビウオ，ツクシトビウオ，ホソトビなどでもみられたように，夕方１５時頃

（１０月中旬の）より始り薄暮と共に盛になり１８～20時頃に到って絶頂に達するが，その

後は俄かに少くなり，０時以後の後半夜にはほとんど休止状態に入る．珊化に至らなかっ

た卵はそのまま翌日の日中を過し，夕刻を待って改めて購化を開始する．このようにして

１３日目に至るが大部分の卵は１０日目及び１１日目に鵬化し，その後に到って鵬化したもの

はきわめてわずかであった．

仔魚期（P1s､42,43)：蛎化直後の仔魚は全長4.48～5.29ｍｍ（10個体測定,固定直後)，

多くの個体では4.7～4.8ｍｍ､卵黄が残存しているために胸鰭基底後方における体高は腹鰭

基底後方における体高の１４～1.6倍，頭高の1.2倍．吻端は丸く下顎端は前上方に向う．

各鰭は膜鰭状で尾鰭には８～９個の鰭条原基が現れ，背鰭及び脅鰭には定数の鰭条基底が

染られる．腹鰭は体の中央よりやや後方に位置を占める．黒色胞は頭頂及び体側（尾柄部

を除き）に分布するがその数は少く，腹鰭上方に約４列，後頭部より背鰭前端までの正中

線両側に１２個内外を数えるの承．生体は卵f化直後には淡黄褐色を呈するが約１０時間後

には白色，微黄色，淡黒色，黒櫛色などの色調を示し，個体によっては肱門附近より前方と

後方とが異る色調を呈する．

鵬化後20時間の全長4.82～5.60ｍｍ，多くの個体では5.0～5.3ｍｍ（１０個体測定)，未

だ卵黄は残存しているが体高は頭高にひとしくなる．膜鰭状の胸鰭後端は，その基底と腹

鰭基底との中間中央に達する．

ﾘﾘﾁ化後３日，全長５．8～6.3ｍｍ,卵黄の吸収を終り,体は細くなり,体軸は背方に向って突出

したゆるやかな弧状をなす．吻は長くなり前方に突出し来りこれに伴って頭長が次第に増

大する．胸鰭上には３～４個，腹鰭，背鰭及び騨鰭上には定数の鰭条原基が現れる．

リ降化後６日，全長6.0～7.0ｍｍ，頭部は各期を通じて比長最大となり体長はその3.5倍，

これに伴って腹鰭，背鰭及び騨鰭などは後方に移動する．胸鰭条は６～７個が明かになり

その後端は腹鰭基底上方に近ずく．腹鰭も発達して樗鰭起点に達する．騨鰭条はかなり長

く背鰭の最長鰭条の約2.5倍，各期を通じて最長となる．尾鰭も著しく大きくなるが後端

は未だ丸く上下相称，胸鰭及び腹鰭上には少数の色胞が現れる．

リリf化後１４日，体長8.4～10.2ｍｍ（全長10.1～12.7ｍｍ，５個体測定)，体軸はふたたび

直線状となり，頭長はやや減じて成魚とほぼひとしくなる．胸鰭には１２緒条がみとめら

れる．尾鰭は全体としては前期よりかえって小さくなるが下葉はやや延びて上下不相称と

なる．

淋泳中を背方から観察すると，胸鰭は第８，９鰭条が最長でその前方では鰭の外縁は体軸

に平行する一直線をなす．体色は銀白色で背面及び両対緒は僅かに淡紫色をおびる．
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鵬化後２１日,大部分は全長12～15ｍｍに達する．形態には大きな変化がみられないが胸

鰭と腹鰭とは更に仲長し，体長126ｍｍ(全長15.3ｍｍ）では胸鰭は腹鰭基底をやや超え，

腹鰭は響鰭の後部に達する．胸鰭には14～15鰭条がみとめられる．

この頃より尾鰭の発育不良のものが多くなり，個体によってはほとんど欠落するものも

現れた．以下に述べる飼育稚仔は程度の差はあるがいずれもこのような傾向を持つ．

”化後２８日で体長15.0～15.5ｍｍ,４２～４５日で体長15.0～20.0ｍｍに達し，下顎先端の

両側に始めてひげ状器官の原基が現れる.体側の前部には鱗がみとめられる.体側の黒色胞

は後半部のみに喋っており，個体によっては腹鰭より後方では体側中央に一縦帯をなす．

天然の標本をもふくめ,背鰭起点より後方の正中線両側にならぶ黒色胞は体長９～13ｍｍ

で８～11個，１６～19ｍｍで９～１５個（多数のものでは１１～13個）を数える（この大きさ

におけるハマトビウオ稚仔との差異)．

これらの稚仔の飼育には直径３０ｃｍのガラス鉢を用い，始めは水道流水によって，後に

は電熱器によって水温を２０～25℃に保ち，飼料としては市販のbrineshrimP卵より得た
その幼生を与えた．

天然産の仔魚も上記の飼育仔魚と特徴においては大差がないが，大きさ（体長）に比し

て体制が比較的早く発達するのが承とめられる.

すなわち体長12.0ｍｍ(全長15.5ｍｍ）で腹緒の先端は尾柄部に達し，体長15.0ｍｍ（全

長18.4ｍｍ）ではその第４，５鰭条がもつとも長くなって本種の幼期の一特徴が明かとな

り，体長１９．０ｍｍ（全長23.5ｍｍ）ではすでに胸鰭条数も定数に達して稚魚期に入る．叉

体長15.8ｍｍ（全長19.3ｍｍ）では下顎前端にひげ状器官原基の隆起がみとめられ，体長

19.0ｍｍではその先端は両側にわかれ遊離してやや延び一対傘のひげ状をなすに至る．

固定標本では体はほとんど乳白色で色胞群は後頭部背面，眼後部，主として腹鰭より後

方の背面，体側，喉部より虹門までの腹面などに分布しその数は比較的少い、体側後部で

はその中央に集って一縦帯を形成するものが多い．これらの外，体長12～15ｍｍの個体で

は後頭部より背鰭前方にかけて背面にも僅少の色胞が散在するが成長と共に次第に消失す

る．胸鰭及び腹鰭の色胞群はその外縁に近く鰭を横断する暗・色帯をなす．背鰭にはわずか

に色胞をおびるが唇鰭は無‘色，尾鰭には下部の鰭条に沿い色胞が散在する．

稚魚期（Pls､44,45)：購化后５６日の飼育稚仔は体長20.8ｍｍ(尾鰭は不完全)，胸鰭

条数は１８で定数に達する．背鰭はやや高くなり先端に色胞をおびる．胸鰭，腹鰭とも中

央より外縁に近い半ばは暗色，ひげ状器官はなおはなはだ短いが先端には色胞を生ずる．

鱗は体の大部分をおおうに至る．

飼育稚仔は購化后６０日でことごとく姥死した．体長17～18ｍｍ以上に達したものの多

くは体の発育が不整になり，ひげ状器官もついに現れなかったものが多い．

天然の稚魚においては，体長25.6ｍｍ(全長32.8ｍｍ）の個体では胸鰭は第4,5鰭条が最

も長く先端は背鰭前端に近ずき，第１～４鰭条の各倉の間では鰭膜がめだってひろくなり，

その外縁は深く凹入する．腹緒では第５鰭条が最も長く第２鰭条がこれに次ぎ，その間で

は鰭の外縁はほとんど一直線をなす．背鰭はかなり高く，その第5,6番目の鰭条が最も長

く倒せば先端は尾鰭前部に達する．ひげ状器官もよく発達して左右両片に分れ，後方に圧

すれば口裂後端に達する．その縁辺はなめらかでしわや細裂を持たない（同じ大きさのハ

マトビウオ稚仔との差異)．多くの点で本種の幼期の特徴がやや顕著に現れる．
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色胞は比較的少く体側では後部に偏在するが,胸鰭及び腹鰭の基底の下方,Ｈ工門附近,騨

鰭基底後部の上方などにも色胞群が現れる．胸鰭及び腹鰭にはその外縁に近くこれと平行

する色胞帯があり，背鰭はその上半部が色胞をおびて暗色を呈するに至る．

体長42.0ｍｍ(全長54.2ｍｍ)，胸鰭の最初の２鰭条はほぼ等長で共に分岐しておらず，

第３鰭条以下は分岐し後（下）方に到るに従い長さを増し第６鰭条が最長，第１～３鰭条

の各為のはさむ角は大きくその間の鰭膜はひろく外縁は深く雪入する．背鰭はますます高

くなり倒せば尾鰭上薬最長鰭条の基底に達する．ひげ状器官は長さも幅も増し，後方に延

ばせば先端は眼の前縁に達し縁辺には多数の細いしわを持つ．

腹側の色胞群は明かな５横帯をなす，すなわち第１帯は胸鰭基底下方に，第２帯はこれ

と腹鰭基底との中間中央に，第３帯は両側の腹鰭基底の間に，第４帯は虹門の附近に，第

５帯は騨鰭基底の後部上方に位置を占める．体側背面の色胞はふたたび体の前部にも現れ

かなり広く散在するに至り，新鮮な標本では背面は青紫色をおびる．胸鰭は先端を除いて

は色胞におおわれ，その上に鰭を後方に倒した場合に体側の横帯と相応ずる位置に色胞の

部分的な拡張による暗色帯を有する．腹鰭にも２個の斜走暗色帯が体側の第4,5暗色横帯

と対応する位置に現れる．その他の鰭の色相には大きな変化はない．

体長54ｍｍ(全長67ｍｍ)．胸鰭の先端は背鰭の第４鰭条基底に達する．その第４鰭条

がもつとも長く，第１～２鰭条はほぼひとしくて共に短く第４鰭条のそれぞれ５１，５３ｐｅｒ

centにあたる．その他の点では大きな変化はない．

体長８５ｍｍ(全長106ｍｍ,IMAI,1952,fig､１）の個体でも大差は承とめられないが，胸

鰭前部の２鰭条はますます短くなると共にややその差を増し，それぞれ第４鰭条の４１，４７

perｃｅｎｔを測るの承となる．しかし前部の３鰭条間の鰭膜はなお著しくひろい．背鰭も著

しく高くその最長鰭条長は騨鰭の1.4倍,成魚の背鰭の1.7～1.8倍(比長）に達する．腹鰭

もなおほとんど裁形に近い外縁を持ち，ひげ状器官の先端は眼の前縁のわずかに後方に達

し，幼期形態にゑられる本種の特徴はなお明かにみとめられる．

体色にも大差はないが腹側の横帯はやや不明瞭となる．両対鰭共に強く暗色にふちどら

れるが内側の暗色帯は形が明かでなくなり，特に腹鰭では断裂した暗色帯が鰭条間に楕円

形の斑紋を形成する傾向がある．新鮮時には背面及び腹側の暗色斑，各鰭の暗色部は青く

腹面は銀白色を呈する．

未成魚期：体長165ｍｍ(全長212ｍｍ,textfig､４)．すでにひげ状器官は存在せず外観

は成魚に近い．胸鰭はほとんど幼期の特徴を失い第１～３鰭条はその順序に長さを増しそ

れぞれ最長の第４鰭条の３５，４８，７４ｐｅｒｃｅｎｔを占める．各鰭条の間は狭くなり多くのト

ビウオ類の未成魚とほとんど同様の形態を示すが，最初の２鰭条はともに分岐せず，その

間の鰭膜はなお次の２鰭条間の鰭膜よりやや広い．腹鰭も多くのトビウオ類のように第３

鰭条が最長となるが，成魚よりも未だやや長く先端は尾柄前部に達する．背鰭もなお稚魚

期後期と同様にかなり高い．

体色は成魚と同様になり腹側の横帯はみとめられない．胸鰭の後半はその下部に至るに

従い濃い暗色を示し，この暗色部の前方の輪廓は比較的明瞭である．更に瞳孔大の楕円形

の黒色斑が第４～10鰭条間の鰭膜の後半部に１３個（右側には12個）散在する．腹鰭は第

６鰭条を除いては暗色で中央部の鰭膜上に２個（右側に３個）の瞳孔よりやや小さい黒色

円形の斑点がある．背鰭の第5,6鰭条より後方ではその上半部は暗色，響鰭は無・色，尾鰭

はやや暗色をおびるが成魚より著しく淡い，
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リアケトビウオであるという．しかるにBoEsEMAN(1947）はTEMMINcKandScHLEGELの

記載の基礎となった当時長崎在住の画家の手になった本種の原図を再刊し，ABE(1953）は

その胸鰭にゑられる特徴により本種がＰ'‘０９"ｉｃﾙ/〃s属のトビウオ類であることを明かにし

た．これに先立ち筆者（1952）は種名未詳のまま本種とその幼期の特徴，近似の種類との

類縁について述べている．

本種は太平洋北東部より報告されているProg戒cﾉhjfAysg泌ｅ７〃（SNYDER）と近縁のもの

と思われるが，その原記載及びGbNTHER(1866),ScHuLTz（1943,1953）の記載などを本

種と比較すると，体がやや細く背鰭鰭条がやや少く（Ｄ・’０，Ａ､９～10)，背鰭が本種のよ

うに暗色を呈していない点が異るようである．しかし背鰭前方の正中線上の鱗数（32）は

ほとんど本種と一致し，背鰭と瞥鰭との位置の関係も本種と同様の特徴を持つ．叉BRuuN

(1935）は西南太平洋においてひげ状器官を持つ体長150ｍｍのProg"icAlfhys未成魚を採

集したと述べており（詳細の記載はない)，ひろく太平洋暖流域には本種と近似の種類が分

布していることがうかがわれる．しかしScHuLTzら（1953）がＰ.ｇ"6ei.〃の稚魚ではな

いかとしているEniwetokで採集された標本は本属のものではなく，Ｈｉﾉ･”戒c〃jfﾉhyly属のも

ののようである．本属中のダルマトビＰ・ｓｅａ/ei，ザカトピウオＰ・ｚａｃａ,Ｐ,Zr加gαなどは

相互にきわめて近縁のものであるが，その幼期の形態からみればいずれも本種とはやや遠

いもののようである．

本種は脊椎骨数の多い点，背鰭と響鰭の鰭条数がひとしいか，前者が１～２個多い

に過ぎず，且後者の起点が前者の第２～４億条の下方にある点，背鰭前方の正中線上の

鱗数が本属中では特に多い点など，Cypse/”"‘y属中におけるHuBBsら（1946）のいわゆる

C〃e"Qpogo〃亜属，すなわちハマトビウオＣ､”"α"6α池αr“などと共通の特徴を持つ．幼

期の形態もよく似ており，両種とも背鰭がツマリトビウオ属廊rexocoer“のように高く

なり,下顎端はにぶく尖りひげ状器官を備える.ひげは充分発達したものでは本種では一

対，ハマトビウオ類は一個であるが，その始めには両者とも一対をなしその形状はすでに

述べたようにほとんど同様である．これに加えて体側の色胞の分布もほぼ一致しており，

体長20ｍｍ内外までは注意しないと両者を混同するおそれが多いほどである．これらの点

からゑて本種は，ハマトピウオのCypse/z"ＷＳ属における系統的地位と同様に,丹･og戒cﾙ/ﾉｶｙｓ

属中では比較的原始的な地位を占めるものであろう．

オキ1､ビＤα"icArﾉhysro刀”eが（VALENcIENNEs）もその幼期の形態から拳れぱＨ”"成一

cﾙr〃ｓ属の諸種よりもむしろ本種に似ておりその系統的類縁が近いことをうかがわせる．

特徴：本種の成魚は胸鰭の前部２鰭条（前端の萎縮鰭条を含まず）が分岐していないこ

と，背鰭後半に大きな黒色斑があることなどによって容易に本邦産の他のトビウオ類と区
別することができる．

幼期の始めにはハマトビウオと形態，色胞分布の状態などが類似していて，注意しない
と査定をあやまりやすい．前期仔魚期の差異は次のようである．

トビウオハマトビウオ

体高が高い．腹鰭直前での体高は体長体高が低い．腹鰭直前での体高は体長
の約１/6．の約１/8．

体側の黒色胞が少く背鰭と唇鰭との間体側の黒色胞がやや多く背鰭と唇鰭と
に約４列にならぶ，の間に約６列にならぶ．
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後期仔魚期には体高は個体差が箸くなって特徴とすることができなくなる．色胞列数も

体長７～８ｍｍを超えると体側中央に色胞帯を生ずるために次第に不明瞭となる．従って

むしろ次の諸点によって両者を分つくきであろう．

トビウオハマトピウオ

背鰭条数１０～1２背鰭条数１２～１４

背鰭起点より尾鰭前端までの背中線両左と同じ場所の色胞数約１５～２５個．
側の色胞数約９～15個．

これらの差異も互に重複する部分があるためにすべての標本を確然と分つことははなは

だ困難である．

稚魚期に入るや胸鰭条数も特徴としてあげられる．更にひげ状器官もその発育の始めに

はほとんど同様の形態を備えているが，体長２０ｍｍ内外となったものではトビウオでは

その外縁がなめらかな曲線をなすに対し，ハマトピウオでは著しい凸凹を有し波状を呈す

る．この時期以后にはひげの差異のほか，胸鰭，腹鰭の形態が著しく特徴的となるので容

易に判別される．

すなわち40～70ｍｍでは胸鰭の前部２鰭条(萎縮鰭条を除き）は長さに大きな差がなく，

前部３鰭条間では鰭膜がそれよりも後方の各鰭条間より広くなり，その外縁は深く凹入し

て特異の形態を示し，腹鰭は第２鰭条と第５鰭条がほぼ等長でもっとも長く，その間の鰭

の外縁はほとんど一直線，叉はわずかに叉入する．これに加えて背鰭もかなり高くなる．

未成魚では鰭条の状態，鱗列数などにおいて成魚と同様の特徴を示すが，胸鰭，腹鰭に

は瞳孔大の黒色斑が数個承とめられる．

生態：本種は九州南部鹿児島県及び宮崎県沿岸では９月下旬より１１月上旬までに群来

しその漁業が行われる．このときが本種の産卵期で漁場の水温は始めに27℃,後には２１℃

を示し，産卵盛期の９月下旬～１０月中旬には２３～25°Ｃを測る．奄美大島，沖永良部島で

も夏期漁獲されるのは主として本種である．沖細にはＤα"ｆｃｈｒｈｙｓ７ｏ”e/e〃を多産すると

いうが，これも叉本種のあやまりのようである．阿部氏によれば伊･豆諸島における夏トビ

漁業の対照として最も重要なのは本種であり，その熱卯は同地でも９～１０月にみられると

いう．九州南部の漁場では本種はツクシトビウオやホソトビの如く大群をなして沿岸の産

卵場に殺到することなく，刺網叉は延細により小規模に漁獲されるのみである．

本種の稚仔は九州近海では秋から翌年春にわたって出現する．すなわち薩南海域で採堆

されたもののうちでは体長２０ｍｍ以下のものは１０月より４月までの間に出現しており，

体長２０ｍｍ以上のものも大部分１１月から４月までに採集されているが，更に成長した体

長８５ｍｍ(全長106ｍｍ）のものは７月に１個体が屋久島水域で採集された例がある．体長

165～179ｍｍの未成魚は６月に台湾東方で採;賑された．これらの点からみて本種もり岬化后

満一年で体長200ｍｍ以上に達し成熟するものと思われる．

本種の稚仔は比較的遠洋性のものと考えられる．筆者は1951,52年にわたって本種の

産卵期にあたる１０～１１月にその産卵水域である鹿児島県山川，枕崎などで沿岸表層の稚

魚採集をくりかえして行ったが，主としてバショウトビウオ，アリアケトビウオ，アヤト

ビウオなどがみられるのみで，本種の稚仔は全く獲られなかった．ここに記載された本種

幼期の資料は主として屋久島，奄美大島などの海洋島I塊の周辺や沖合の定線上で採集され



今井：日本近海産トビウオ類生活史の研究－１１

Textfig､４Ｐ'℃g"ｊｃ"r紗β鱈CＯ（TEMMINcKetScHLEGEL),Immature，
１６５ｍｍlong，eastofFormosa．

TCxtiig､ｓＰﾉ･og"た〃伽'‘Fｚａｃａ（SEALE),Juvenile，
５９ｍｍｌｏｎｇ，Yaku-shima・

1７



1８ 鹿児島大学水産学部紀要節８巻

たものである．そのうちでも28,48'Ｎ127雪24ﾉＥ(1955年４月２８日）の東シナ海の潮目上で，
体長１７～24ｍｍの稚仔が３０分の曳網で一時に54個体採集されたのが記録的であった．
水槽中における飼育仔魚は先にも述べたように，珊化后約１０日間は色胞の開張と収縮
とに応じて白色，黄色，淡黒色，黒褐色などの種だの体色を示すが，１５日内外を過ぎれば
体はほとんど銀白色となり，黒色胞は常に収縮し黄色胞も体表面にはみとめ難くなる．胸
鰭と腹鰭とは淡紫色で，常にこの両対鰭をひろげ水面近くを淋泳している状態は藤劃色の花
弁を散らしたようではなはだ美しい．”化后30時間内外より投餌したbrineshrimp幼生
を摂るようになったが，．本種では常に表層を勝いでいる餌料を追うのみで水槽底に群集し
たものを索めようとしないので，投餌の際は水面の一部を強く照らして餌料をこの部分に
集合させる必要があった.．

分布：台湾近海，沖柵本島，奄美群島伊豆諸島，千葉県以南の本邦太平洋沿岸に分布
する．

１７．〃7.Ogr減c"銃ﾂｓＺａｃａ（SEALE）

ザカトビウオ

p1ates46～４８；Textfig、５；Tables37’３８

本種と吹にあげるグルマトビＰ・sea/eiABEとの関係は後述するように未だ充分に明かに
されていない．しかしここにはＡＢＥ（1955a）に従い両者を分って記述する°

成魚の形態（P1.46,fig.Ａ)：尖閣群島魚釣島附近で採嬢された体長141.5ｍｍ(全長174
＋ｍ、）の早の一標本における脊椎骨数4３（28＋15)．鰭条などの数及び各部分の測定値は

次のようである

背鰭条数11,騨鰭条数９，胸鰭条数19(i＋iii＋14＋i，前端の１個は萎縮鰭条)，鯛紀数
６＋15,背鰭前方の正中線上の隣数25,背鰭起点と側線との間の隣列数７．

体長に対する百分比：体高17.1,体幅14.2,頭高23.4,吻長6,9,眼径7.6,眼後部長皿０，
眼間径7.8,吻端より腹鰭基定に至る距離57.8,背鰭起点に至る距離71.8,樗鰭起点に至る

距離76.7,胸鰭長67.0-'－，腹鰭長31.4，最長背鰭条長9.2，最長騨鰭条長６．７，背鰭基底長

15.5,騨鰭基底長11.0,尾柄高7.5,尾柄長8.5,尾鰭上葉長10.4＋，下葉長258十．

体は比較的細く頭部の大きさは中庸である．胸鰭はむしろ短く先端は背鰭基底の後部に

達する．その第５鰭条（前端の萎縮条鰭を除く，以下同様）が最長，第１～３鰭条は分岐
せずその長さは第５鰭条のそれぞれ３７，５４，７４，percentにあたる．これらの不分岐鰭条
の先端はそれぞれ孜の鰭条に接しており，その間の鰭|漠はきわめて狭い．第４鰭条以下は

すべて分岐している．腹鰭は眼の前部と尾鰭中央鰭条後端との中間中央に位置を占め，後

方に圧すればその先端は唇鰭基底後端に達する．背鰭及び稗鰭は共に低く圧しても尾鰭に

ふれない．騨鰭起点は背鰭の第２～３鰭条基底の中間下方にありその後端は背鰭基底後端

より前方にある．両顎にはその前端に近くきわめて小さい円錐歯があるが，口蓋骨には歯
がない

色相：体色は多くのトビウオ類と同様である．胸鰭は先端の一部と下方５～６鰭条間を

除けば鰭条も鰭膜も色胞をおび暗色を呈する．腹鰭は第２～４鰭条間は先端に至るまでや

や暗色，背鰭は一様に疎に'色胞をおびる．唇鰭は無色，尾鰭は黒褐色を呈する．
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上記の標本は]Fiji島で採:集された体長116ｍｍのｑｨZ)se””zzzcaのholotypeに比べ

体がやや細く，眼が小さく吻がわずかに短い．叉，このholotypeでは騨鰭も色胞をおび

腹鰭も外縁に沿い広く暗色を呈しているが一方では胸鰭前部の鰭条の間隔がひろく鰭膜が

かなりよく発達していてなお幼期形態の残存が明かに象とめられる点から，上記の形態色

相の多少の相異は発育の差によるものと考え本種と同定した．なおここにかかげた標本で
は生殖巣はすでに発育して太紐状をなしているのを承とめた．

本種と同定される標本は上記のほかSau海で体長141～155ｍｍの８個体が採;柴された．

これらはいずれも生殖巣が発達しており，胸鰭前部の（萎縮を除き３個の）不分岐鰭条は
密接していて，本種はこの大きさですでに成魚となることを示している．

Seale(1935）の記載しているSolomon群島Bellona島で採集された体長142ｍｍの本
種のparatypeでは，大きさが上にあげた成魚にほぼひとしくholotypeよりかなり大きい
にもかかわらず，胸鰭の前部不分岐鰭条(萎縮鰭条を除き４個）の間にひろい鰭膜を持ち，
最初の鰭条はこれにつづく３鰭条より著しく長くなお完全に幼期形態を保っている．近

似の種類間で胸鰭の幼期形態の失われる大きさに著しい差がある例は,BRuuN(1935)，

BREDER（1938),IMAI（1954）などが述べたように”"刀成cArAys属にもみられるが，上記
のparatypeもＰ､ｚａｃａとは近似の別種を代表するものではないかと思われる．

類縁，生活史：本種と近縁と考えられるものとして大西洋産のＰ､gj66松o7zs（VALENcI‐

ENNEs)，東太平洋産のＰ.〃腕gaBREDER及び次に述べる西太平洋産のＰ.“α/eiABEの

３種があげられる．前二者では胸鰭前部の不分岐鰭条数が２個，Ｒｓｅａ/ｅｊでは４個である

のをそれぞれ特徴とする．これらのうちＰ.ｇ批峨℃"sはBRuuN(1935),BREDER(1938）に

よりその幼期の一部が明かにされ,Ｐ,sea/ｅｉについてもABE(1955ａ）はそのparatypeと
して２個体の稚魚を記載している．

Ｐ・ｚａｃａとＰ､sea/ｅｉとは得られた成魚の大きさにかなりの差(前考は体長141～155ｍｍ，

後者は体長183,187ｍｍ)があることを除いては，その胸鰭前部の不分岐鰭条数が前者は３

個，後者は４個なのをほとんど唯一の明らかな差異とするしかし既述のように西太平洋
にはＲｚａｃａのほかにそのparatypeが代表している近縁種があり，これが体長142ｍｍに

達してもなお,Ｐ・sea/eiと同じく４個の不分岐胸鰭条を持つことは，これらの両種がそれぞ

れ独立した別種であることをかなりの確かさで推定せしめる．すなわち上記のparatypeは

P､seaﾉejの幼期とされる可能性が強い．しかし一方では両種ともに不分岐鰭条数に１～２

個の変異を示すことも考えられるのでなお多くの標本が採柴されるまではこれらの関係を
決定するのは困難である．

Ｐ・gib6城℃"ｓでは上述のBRuuN及びBREDERによりかなり多数の幼期を含む個体が比

較されているが，胸鰭前部の不分岐鰭条は体長37.5ｍｍまではなお３個を数え，ようやく
幼期形態を失おうとする体長97ｍｍでは定数２価となり，成魚ではすべて２個を有するの
みである．

九州南部，南西諸島水域及びその南方２０句Ｎ以北の海域で採#唯されたEzZZcα(若しくは
P・seaIei）の幼期と思われる稚仔は体長5.6～59.0ｍｍ(全長7.1～74.0ｍｍ）の２２個体であ

る．これらのうち胸鰭前部の不分岐鰭条数が３個の最小の個体は体長３９ｍｍ（藤南東新曽
根）であるが，これ以上に達してなお５個の不分岐胸鰭条を持つものもあり，すべての個
体が定数の不分岐胸鰭条を持つに至るのは体長60～70ｍｍ以上に達した後ではないかと思
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われる（赤道海域産の標本で体長７５，８５ｍｍで第４鰭条が分岐せんとしているものがみ

られる)．

ＡＢＥ（1955）がそのＰ・ｓｅａＩｅｉのparatypeとしてかかげている房総半島南方産の体長

38,52ｍｍの２個体の稚魚のうち，大きい方は両側ともに４個の，小さい方では一側で

３個，一側で５個の不分岐胸鰭条を持つが，これらはおそらく成長后には両側ともに３個

となりむしろＰ.”Ｃａと同様の特徴を示すに至る可能性が大きい．

上述のＰ､ｚａｃａのparatypeの一特徴としてその胸鰭の最初の鰭条がこれにつづく３個の

鰭条より著しく長く,体長のほぼ1/３に達する点があげられる．この鰭条は本邦近海産のも

のでは体長25ｍｍ内外からその第２～３鰭条よりも長くなり特異の形状を示すに至るが，

その長さには個体差が著しく，不分岐鰭条３個のもので体長の２５（体長58ｍｍ)～3５（体

長43ｍｍ)ｐｅｒcentを示す一方,不分岐鰭条４～５個のものでも21.2(体長52ｍｍ,Ｐ.“αﾉα

のparatype)～36.1（体長30.5ｍｍ）ｐｅｒｃｅｎｔを示し鰭条数の特徴とは特別の関連を持たな

いようにふえる．

このようにして胸鰭前部に４～５個以上の不分岐鰭条を有する稚仔のうちいずれが成長

后にその３個叉は４個を有すべきものかを判定するのはなお困難である．以下にかかげる

幼期の記載のうち，胸鰭前部の不分岐鰭条数３個のものについてはＰ､zZZcaの幼期として

一応誤はなかろうがその他のものについてはＰ,sea/ｅｉの幼期を含む場合もあるものと考え

られる．

仔魚期（P1s,４６，４７)：体長5.6ｍｍ（全長7.1ｍｍ）のものは体は太く頭部は特に大きく

て体長はその2.8倍，これに伴い腹鰭，背鰭及び騨鰭は体長10～15ｍｍのものよりかえっ

て後方に始る．胸鰭の先端は腹鰭基底上方に達し，腹鰭は胸鰭よりやや長くて先端は唇鰭

基底の中央に達する．両対鰭ともに多くのトビウオ類の仔魚期初期に比べよく発達してい

る．背鰭は高く，圧すればその後部鰭条の先端は尾鰭の前端に達する．樗鰭は背鰭より更

に高い．尾鰭は下葉がやや大きいが後縁はほぼ徴形をなす．鰭条数は破損して明らかでな

いが，胸鰭を除いては定数に達しているようで胸鰭においても約１０個を数える．

色胞は頭部背面及び側面,体の背面,側面,腹面ともによく発達しているが，頭部腹面，

腹鰭基底，尾柄部などにはこれを欠いている．躯幹部背面では頭部より後方の正中線上に

約20個を数え，体側には腹鰭上方に約９列がならぶ．胸鰭上半には後縁を除いて色胞散

在し，腹鰭は大部分が色胞におおわれる．背鰭にもほぼ一様に散在する色胞があり，梼鰭

上にも僅数がみとめられる．尾鰭上にも少数の色胞が散在している．一般に体は著しく暗

色をおび尾柄部の拳が対照的に淡色を示す．

体長7.1ｍｍ（全長8.2ｍｍ）に達したものでは体がかなり細いが特徴には大差がない．

体長10.5～15.5ｍｍ(全長13.6～21.0ｍｍ)．頭長は多少短くなるがなお‘体長はその3.5～

3.6倍，各鰭ともその起点は前進し，腹鰭は成魚よりも前方に位置を占める．体長15.5ｍｍ

の個体では胸鰭はその第７鰭条がもっとも長く先端は腹鰭基底と背鰭起点との中間中央に

達し，第1,2鰭条は長さがほぼひとしくそれより後方の鰭条は次第に長さを増す．胸鰭前

部の外縁は（鰭をひろげた時には）ほぼ体軸に平行な直線をなし，本属に共通の幼期の特

徴が発達し始める．しかし総鰭条数は定数に２～３個足りない．なおこの時期には前端の
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萎縮鰭条は第１鰭条に密着しているが外観的に明かに拳とめることができる．腹鰭の先端

は響鰭基底の後端に達する．尾鰭は体長10.5ｍｍ（全長13.6ｍｍ）で後縁がやや凹入し始

め，15.5ｍｍでは下葉が著しく長くなり体長の１/３にひとしくなる．眼は各期を通じて最
大で眼径は頭長の半ばを超える．

尾柄の淡色の部分は次第に狭まり体長14.0ｍｍ(全長19.6ｍｍ）以上のものではその後端

まで色胞におおわれる．胸鰭も大部分‘色胞におおわれて暗色となるが，15.5ｍｍの個体で

は前部６～７鰭条の先端とその間の鰭膜とは顕著な淡色縁を持つ．腹鰭はひきつづき全体
暗色，背鰭も色胞におおわれるが縛鰭はなおほとんど淡色である．

稚魚期(P1s､47,48)体長17.0ｍｍ(全長22.8ｍｍ）に達したものでは胸鰭条数も定数（１８

叉は19）を数える．しかしその各鰭条は未だ分岐していない．成長とともに体高，頭長及
び眼径は次第に減少する．

体長20.5ｍｍ(全長27.0ｍｍ）では胸鰭の先端は背鰭前部に，腹鰭の先端は尾柄後部に達

する．胸鰭の第６～９鰭条は分岐し始める．躯幹部の体側及び腹面に鱗が承とめられる．

体長26.8ｍｍ(全長35.2ｍｍ),胸鰭の第６～12鰭条は分岐する．第１鰭条は第２鰭条より

もわずかに長いが第３鰭条より短い.第７鰭条が最長,胸鰭の形態は次第に特徴的となる．

体長36.0ｍｍ（全長46.0ｍｍ)．頭長はまだ成魚よりかなり大きく体長はその3.8倍，胸

鰭の先端は背鰭の中央部に，腹鰭の先端は尾鰭の前端に達する．胸鰭条は（萎縮鰭条を除

き）前部より５個は分岐せず第６番目より後方14番目までは分岐する．第１鰭条は第2,3

番目の鰭条より長く第４鰭条にほぼひとしく，以下孜第に長さを増し第７鰭条がもつとも

長いこれらの前部鰭条の各点の間では鰭膜がひろく，鰭を開張すればその前半部の外縁
は深く凹入した弧状を呈する．

色胞は体側にひろくひろがっており，鮒蓋上，胸鰭基底下方，腹鰭基底の前方，虹門附

近などではやや拡張して不明瞭な暗色斑を形成している．胸鰭は紫黒色で前部の７鰭条間

は明瞭な輪廓を持つ淡色縁を有する．腹鰭も一様に暗紫色，背鰭は一様に色胞をおびてや

や暗色，脅鰭には後部に一暗色斑がある．尾鰭は下葉にのみ鋤色胞を有する．

体長39.0ｍｍ(全長49.5ｍｍ)．胸鰭前部の不分岐鰭条は（萎縮鰭条を除き）３個，第４

鰭条以下は分岐する．第１，第２鰭条はほぼ等長で以下次第に長さを増し第６鰭条がもっ

とも長い．胸鰭の形態は体長36ｍｍのものとほぼ同様で著しく特徴的である．背鰭及び唇

鰭は各期を通じてもっとも高くなるが特異の形態は示さない．

色胞は鵬蓋上，胸鰭基底とその下方，腹鰭基底の下方，後二者の中間中央，響鰭前部の

上方，尾柄端の各部分では多少拡張しそれぞれ暗色斑を形成する．胸鰭は大部分黒く前部

の７鰭条の先端とその間の鰭膜の縁辺のみは淡色，その境界は載然としており特徴的であ

る．腹鰭も全体ほぼ一様に黒い．騨鰭はその後半部に色胞群を有する．尾鰭はなおほとん

ど淡色で下葉には色胞が散在している．

体長43.0ｍｍ(全長55.0ｍｍ)．胸鰭前部の不分岐鰭条は（萎縮鰭条を除き）４個，胸鰭

の形態も全体の,色相その他も体長36ｍｍの個体と大差はない．

体長59.0ｍｍ（全長74.0ｍｍ,textfig､５)．頭長と体高とはほぼ成魚に近くなる．胸鰭前

部の不分岐鰭条は（萎縮鰭条を除き）３個，第１鰭条は第２鰭条よりわずかに短く第５鰭

条がもっとも長い．胸鰭全休の形態としては幼期の特徴がなお明らかである．色胞の分布

は体長39ｍｍのものとほぼ同様であるが尾鰭下葉の中央と後部に２暗色横帯がならぶ．
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上記の諸標本のうち８個体の個体別測定値をＴａｂｌｅ３７にかかげる．

Table３７．」Pﾉ℃g〃c〃伽ﾉｓｚａｃａ（SEALE）
Juvenile

MeasurementsandCounts

１
２
４
９
６
０
８

●
●
●
●
旬
■
■

７
４
３
６
７
１
７

１
１
２
１

０
７
６
４
２
０
８

巳
由
号
●
■
●
。

６
４
３
６
７
１
８

１
１
２
１

N22-24N27-29Yama-KagoshimaYakuLEi淵溌渇;YakuLE125-10E130-59kawaBay

'953-41955-819匁-81955-8-4甥1-719う3-罰1955-81950-6-30－２１－２７－２０－２３－１０

Serialnumber

Locality＆

Datecollected

Table３８．Ｐｊ.０９"jcﾉz伽ﾉｓｚａｃａ（SEALE）
Ｐﾉ.｡g"ｉｃ"伽,ｓ‘ygaﾉeiABE
MeasurementsandCounts

stage YoungProlPost-l〃〃〃

５．６１０．５１５．５２０．５３６．０３９．０Ｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈｉｎｍｍ、
７．１１３．６２１．０２７．０４６．０４９．５Ｔｏｔａｌｌｅｎｇｔｈｉｎｍｍ・

ｉｎｐｅｒｃｅｎｔｏｆｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈ：
３１．６２３．２２０．６２３．４２０．４２０．６Ｄｅｐｔｈｏｆｂｏｄｙ

Ｂｒｅａｄｔｈｏｆｂｏｄｙ ２１．６２０．３２０．０２１．４１９．７２０．２

Headlength３５．２２７．６２８．４２６．８２６．４２５．７
Snoutlength５．４２．９２．６５．０５．０

１１．３１４．５１４．８１３．２１０．７１１．０Diameterofeye
Postorbitallength１８．９１０．１１２．９９．８１２．８１１．８
Interorbitalwidth８．７１４２１１．８１３．３１２．３
Lengthofbarbel
Distancefromsnouｔｔｏ：

Ventral６４．８５７．２５６．８５８．５５６．５５７．２
Dorsal７５．５６８．０７１．６７１．３７０．６７１．２
Ａｎａｌ７９．２７４．１７５．４７６‘６７５．５７６．５

Pectorallength２１．６３３．３４５．２５６．２６０‘５５８．３
Ventrallength２４．３２４．６３６．８３９．０４４．５４３．３
Lengthofthelongestdorsalray－８．７１６．２１２．７１７．２１５．８
Lengthofthelongestanalray－１３．０１４．８１３．７１５．５１３．９
Lengthofdorsalbase２１．６１７．４２１．３２０．０１６．７１８．５
Ｌｅｎｇｔｈｏｆａｎａｌｂａｓｅ－１１．６１３．２17.1１２．８１３．６
Depthofcandalpeduncle１２．２８．７９．７８．３８．８８．６
Lengthofcaudal3
Upperlobe－１６．０１６．２１８．６１６．１１７．６
Ｌｏｗｅｒｌｏｂｅ２９．７２９．０３２．９３２．２２９．２２９．２

Ｎｕｍｂｅｒｏｆ：
１０１０１１１１１０１０Dorsalrays
９ ９９９９８Analrays

Pectoralrays（i＋､）Ｃａ,１０Ｃａ,1４１６ｉｖ,10,ｉｉｖ，11,ｉiii，13,i
predorsalscales
Scalerowsabovelateralline
Vertebrae

〃

59.0

74.0

〃

43.0

55.0

９
５
６
６
５
１
３

●
？
■
●
●
●
毎

８
８
６
４
０
３
３

１
１
２
１
１
１

０
３
４
１
５
０
５

●
◆
＆
■
●
①
●

９
７
３
６
９
０
１

１
１
２
１
１

５
０
０
５
５
９
５
０
７
５

●
ｂ
ｅ
■
申
ｂ
●
Ｕ
①
●

８
４
７
０
１
１
９
７
２
９

５
７
７
６
４
１
１
１

２
７
２
８
５
１
５
５
３
８

●
■
●
●
●
●
●
●
●
■

７
９
３
２
７
７
６
６
１
７

５
６
７
６
４
１
１
１
１

18.2

28.8

17.0

28.0
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Ｐ，ｓｅａﾉｅｉ

ＫＣＦ４１６４

ＮＯ４－２１

Ｅ１３４－２９

１９５５-6-23

甲
141.5

174＋

9
187

237

Ｐ・ｚａｃａ

ＫＣＦ２８４２

Ｕｏｔｓｕｒｉ1.

1952-10-15

Ｓｅｘ

Ｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈｉｎｍｍ、
Ｔｏｔａｌｌｅｎｇｔｈｉｎｍｍ

ｉｎｐｅｒｃｅｎｔｏｆｂｏｄｙlength：
Ｄｅｐｔｈｏｆｂｏｄｙ
Ｂｒｅａｄｔｈｏｆｂｏｄｙ
Ｈｅａｄｌｅngth
Snoutlength
Diameterofeye
Postorbitallength
lnterorbitalwidth
Lengthofbarbel

Serialnumber

Locality＆

Datecollected



17.4＋
28.8＋

2３

。
１
９

，
８
叫
塑
７
喝

●
１
．
１
．
１

９
１
１
．
１
・
１

Ｄｉｓｔａｎｃｅｉｒｏｍｓｎｏｕｔｔｏ：

Ventral

Dorsal

Anal

Pectorallength
Ventrallength
Lengthofthelongestdorsalray
Lengthofthelongcstanalray
Lengthofdorsalbase
Lengthofanalbase
Depthofcaudalpeduncle

Dengthofcaudal弓

Ｕｐｐｅｒｌｏｂｅ
Ｌｏｗｅｒｌｏｂｅ

Ｎｕｍｂｅｒｏｆ：

Dorsalrays
Analrays
Pectoralrays（i＋､）
Predorsalscales

Scalerowsabovelateralline
Vertebrae

＋

８
８
７
０
４
２
７
５
０
５

■
の
■
ａ
④
Ｕ
●
●
●
●

７
１
６
７
１
９
６
５
１
７

５
７
７
６
３
１
１

＋
＋

３
７
０
２
４
７
３
５
０
７

●
●
●
●
■
●
■
●
●
●

８
２
７
４
３
７
４
６
１
６

５
７
７
６
３
１
１

10.4＋
25.8＋
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ｉ,１０
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生態：本種の成魚は九州近海では採錐されておらずここに記載したものは1952年１０月

１５日夜，尖閣群島中の魚釣島附近で延細操業中の練習船新潮丸の甲板上に飛来したもので

ある．この標本には未熟の卵巣が率とめられた．

稚仔は南西諸島水域，東シナ海東部，九州近海などで５～８月に採集され沿岸の潮目で

もみいだされ，鹿児島湾内で採集されたこともある．

本種の未成魚期の標本は日本近海からは採集されていないが，すでに述べたように本種

のholotype（体長116ｍｍ）がこれを代表するものであろう．

特徴：成魚においては胸鰭前部の不分岐鰭条が（萎縮鰭条を除き）３個であることを特

徴とする．体長120～140ｍｍで成魚と同様の形態を示すに至るものと考えられる．本種と

P・sea/ｅｊとの関係については類縁の項に詳述した．

仔魚期の始めには体が著しく太短いこと，腹鰭が体の中央より後方にあって体長に比べ

よく発達していること，特異な鰭条数(Ｄ､10,11;Ａ､8,9）を示すことなど，更に体長10～

15ｍｍでは胸鰭前部の外縁が（その最初の２～３鰭条の長さに著しい差がないために）ほ

ぼ直線状をなし，以后成長するとともに胸鰭が特異な形態と色相とを呈するに至ることな

どは他のトビウオ類諸属の幼期との明かな差異としてあげることができる．同属のトビウ

オＲａｇｏｏ幼期とは胸鰭前部の形態を除いては共通の点はむしろ少く，Ｐ.αgooはひげ状

器官を持つこと，体が比較的細く色胞が少いこと，日本近海における出現期が本種は主と

して夏であるのに,Ｐ.αgooは秋～早春であることなどに著しい差があり，混同されるおそ

れは少い、しかしＰ・ｓｅａ/α幼期との判別はなお困難なことはすでに述べた通りである．

分布：わが国からはここに報告されたものを除いては記録がない．しかしＡＢＥ（1955a）

が房総半島沖から記載しているＰ･ｓｅａＩｅｊのparatypeは本種の稚仔ではないかとも考えら

れる．

本種は最初Ｆｉｊｉ島から報告されており筆者もｓａｕ海でその成魚を採集しているほか，

稚仔は（P・ｓｅａ/ｅｉの稚仔と区別し難いが）Ｓａｕ海,NewGuineaの北方,Coral海などで

しばしば得られている．



2４ 鹿児島大学水産学部紀要第８巻

１８．Ｐｍｇ”c〃銃ｙｓＳｅａＺｅｉＡＢＥ

ダルマトビ

Ｐ１ａｔｅ４６；Table３８

成魚の形態：（P1.46,ｆｉｇＢ)：本種の成魚はPalao島の南方(4.21'Ｎ134'29'Ｅ）で体

長187ｍｍ（全長237十ｍｍ）早の一標本が採集されたの承である．この標本における脊椎

骨数は４３（28＋15)，鰭条などの数及び各部分の測定値は次のようである．

背鰭条数11,樗鰭条数９，胸鰭条数１８（i＋iv＋12＋i，前端の１個は萎縮鰭条）鵬紀

数６＋14,背鰭前方の正中線上の鱗数27個,背鰭起点と側線との間の隣列数７，側線と縛

鰭起点との鱗列数３．

体長に対する百分比：体高16.0,体幅14.7,頭長23.6；眼径7.2,吻長6.4,眼後部長11.0,

時間径8.8；吻端より腹鰭基底に至る距離58.3,背鰭起点に至る距離72.7,唇鰭起点に至る

距離77.0；胸鰭長64.2,腹鰭長33.4，最長背鰭条長7.7＋，最長響鰭条長4.3＋，背鰭基底

長16.5,騨鰭基底長11.0；尾柄長8.5,尾柄高6.7；尾鰭上葉長17.4＋，下葉長28.8十．

体は比較的細い胸鰭はやや短く先端は背鰭基底後部に達する、第６鰭条（前端の萎縮

鰭条を除く，以下同様）が最長，第１～４鰭条は分岐しておらず互に密着しその間の鰭膜

はほとんど発達していない.第５鰭条以下は最后の１個を除きすべて分岐する.背鰭と騨

鰭とは共に低く，後者は前者の第３～４鰭条基底の中間下方に始る．両顎には小さな円錐

歯がならぶ．口蓋骨には歯がない．胸鰭基底後方の隣はほぼ楕円形で後縁は凸出し後はに

ぶく尖る．

色相：体色は多くのトビウオ類と異らない，胸鰭は最長鰭条の先端の一部と下方の４～

５鰭条間はやや淡色をおびるがその他の大部分は後縁に至るまで藍黒色を呈する．腹鰭

は中央の第２～５鰭条間には色胞を有し，樗鰭はほとんど黒色，尾鰭は一様に黒褐色を呈

する．

本種はＡＢＥ（1955a）により設けられたもので，ここに記載した標本はそのholotypeに

比較すれば燐列数が１個少く，唇鰭条が１個多く，体高がやや繍低い（holotypeでは体長の

11.3Ｐｅｒcent）のが異なるの承でその他の点ではほとんど一致している．

生活史：すでにザカトピウオＰ.zααｚの記載で述べたように本種とＰ､zacαとの幼期の

差異は明瞭ではないのでこれらを一括してＰ・zzzcaの生活史の項にかかげた．

叉,Ｐ､ｚａｃａのｐａｒα”ｅは体長142ｍｍに達してもなお稚魚と同様の形態の胸鰭を持ち，

しかもその前部に空.sea/ｅｊと同じく４個の不分岐鰭条を持つが，これが本種の稚魚後期を

代表するものではないかとも考えられることもすでに述べた．

Ｐ､sgaIejのparatypeは全長50ｍｍ及び６８ｍｍの稚魚であるが，これがＲｚａｃａと区別

し難いことも既述の通りである．

類縁，特徴：Ｐ.”Ｃａの類縁において述べた通りであるが，その成魚は胸鰭前部に４個

(原著では前端の萎縮鰭条を加えて５個としてある）の不分岐鰭条を持つのを特徴とする．

分布：本種のholotypeは宮古烏東方で採集されている．ＡＢＥによればわが国以外では

NewHebrides島東方で採;集されている．



今井：日本近海産トビウオ類生活史の研究－１１ 2５

・19.,α”c統御ｓがo祁側e地”（VALENcIENN壇s）

オキトど

Ｐ１ａｔｅ４９；Textfig、６；Table３９

成魚の形態（P1.49,ｆｉｇＡ)：鹿児島県川辺郡諏訪之瀬島附近で採脹された本種の体長

243ｍｍ（全長308ｍｍ）の合における脊椎骨数は45(29＋16)，鰭条などの数及び各部分の
測定値は孜に示す通りである．

背鰭条数１１，樗鰭条数11,胸鰭条i数2０（最前端の萎縮鰭条を含む)．後頭部より背鰭起

点に到る正中線上の鱗数28,背鰭起点と側線との間の隣列数６，側線と唇鰭起点との間の
鱗列数２，鯛紐数９＋20＝29．

体長に対する百分比：体高16.8,体幅14.4,頭長22.0；吻長6.0,眼径6.8,眼後部長9.7,

眼間径８．０，吻端より背鰭起点に到る距離72.5,樗鰭起点に到る距離74.0,腹鰭基底に到る

距離57.5,胸鰭長74.0,腹鰭長30.0,背鰭最長鰭条長9.7,騨鰭最長鰭条長7.8,背鰭基底

長15.4,騨鰭基底長130；尾柄長11.1,尾柄高6.4；尾鰭上薬長21.6,下葉長27.5.

,体はニノジトビウオ属駈r""伽c航ﾙｙＪのトビウオ類の如くやや細長い．胸鰭は長く先端

は尾鰭の萎縮鰭条に達する．その最前部の２鰭条（萎縮鰭条を除き）は分岐せず，以下の

各鰭条は分岐し，第4,5鰭条が最とも長い．第１～３鰭条の長さは第４鰭条の長さのそれ

ぞれ40,57,82Percentにあたる．腹緒の基底と尾鰭中央鰭条先端との距離は前者と眼の

後部との距離にひとしい．腹鰭の先端は唇鰭基定後端に達する．騨鰭は背鰭の第２鰭条基

底下に始る．尾柄は比較的長く且低い．歯は両顎にの象存在しほとんど円錐形で小さい．

胸鰭後方の鱗は上下に長い楕円形で，前縁中央は帆立具殻状をなし後縁はやや凸出する．

核はほぼ中央にあり前方に向う５～８個の放射線を出すがそのうち２～３個は縁辺に達し
ていない．

色相：体色は多くのトビウオ類と同様である．胸鰭は下方の４～５鰭条間を除いては大

部分藍黒色で先端より後縁に沿い幅が瞳孔径の１/3～2/３の淡色縁をおびる．腹鰭は鰭条

のみやや暗'色，背鰭も鰭条はやや暗色．脅鰭は淡色，尾鰭はほぼ一様に黒褐色を呈する．

上記の標本にみられる諸特徴はWEBERandBEAuFoRT（1922),BRuuN（1935）等の太平

洋西部，東インド諸島水域及び大西洋，地中海の本種の記載とよく一致し，各測定値もそ

れぞれの水域の標本の測定値の変異の範囲のうちに含まれる．しかし地中海産のものは成
魚でもやや小型（体長200ｍｍに達せず）の傾向がみられる．

生活史：筆者の精査し得た本種の幼期標本は三陸東方沖合38.Ｎ～42.5.Ｎ,147ｺE～153.5,Ｅ

で採集された体長12.5～28.5ｍｍ（全長16.2～35.5ｍｍ）の５個体のみである．

稚魚期（Textfig､６)：体長12.8ｍｍ（全長16.2ｍｍ)，各鰭の鰭定数は定数に達してい

る（P.i＋18)．体は細く眼が大きく下顎端はやや膨出している．胸鰭の先端は背鰭前端に
達し，その第１～４鰭条（萎縮鰭条を除き）の挟む角は後方鰭条のはさむ角よりもややひ

ろい．腹鰭の中央３鰭条はすでに分岐しており先端は騨鰭基底の中央に達する．尾鰭は下

葉が伸長し始めているが後縁はなお載形．頭部より背面正中線，背鰭基底両側にかけて色
胞列がならぶ．体側後部にも色胞がひろがり尾鰭基底に及び，峡部より虹門にかけての腹
面にも分布する．胸鰭，腹鰭の中央部，尾鰭下葉にも色胞が散在するが背鰭と脅鰭とには
み､とめられない．
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Textfig､６，α"ｉｃﾉir/”J℃”ejerf（VALENc1ENNEs),Juvenile，Ａ：12.8ｍｍ

long，３８･00'Ｎ153･30'ＥＢ：２６．５ｍｍlong，42.30'Ｎ151.40'Ｅ

Ｃ：２８．５ｍｍlong，38.42'Ｎ147.25′Ｅ、
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体長19.5ｍｍ(全長25.7ｍｍ）では前部の体側及び側線上に鱗を生ずる．

体長26.5ｍｍ(全長33.5ｍｍ),鱗は‘体の全面をおおう．胸鰭の前部４鰭条（萎縮鰭条を除

く）のはさむ角はひろくなり；鰭膜もひろがって本種の幼期の特徴が明かとなる．最長の

第5,6鰭条の先端は背鰭後部に達する．体側腹面には胸鰭基底と腹鰭基底とのほぼ中間，

腹鰭基底附近，虹門上方，唇鰭後部上方などに黒色胞群が現れる．体側の色胞群は腹鰭の

後方では体側中央を走る幅広い縦帯をなす．胸鰭にはそれぞれ体側の第１～３横帯に連る

３横帯を生じ，腹鰭上にも中央部と後縁に沿う色胞群がみられる．背鰭の上半部，尾鰭下

葉などにも色胞が散在するが騨緒にはない．

体長28.5ｍｍ（全長35.5ｍｍ)，上述のものと大きな差異はないが胸鰭ではその第１～

３鰭条（萎縮鰭条を除き）の間の鰭膜のみが特に広い．体側腹部の斑紋はやや不明瞭とな

るが，胸鰭と腹鰭とは広く色胞におおわれ暗色を呈し，その一部は拡張して前者では２個

の，後者では１個の黒色横帯を形成する．

これらの標本の個体別測定値はＴａｂｌｅ３９にかかげる．

Table３９．，αﾉzicMiJﾉＪｒｏﾉmIe/e〃（VALENcIENNEs）
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ABE(1956b）は本種と推定される全長７８ｍｍ(八丈島産）ならびに102ｍｍ（伊豆大島東

方大室出し産）の２稚魚を図示している．これらの図によれば両者共に胸鰭の先端は尾柄

部に達し，その前部の鰭膜はなおひろく，特に大きい方の個体では最初の２鰭条（萎縮鰭

条を除き）は長さがほぼひとしくなりこれを連ねる鰭膜の外縁は深く凹入する．対･鰭はほ

とんど暗色で大きい方の個体では腹鰭の後縁と外縁の糸淡色となる．

地中海産の，.】.o"此/e〃に関してはＤ'ANcoNA（1929）が卵と２８ｍｍまでの稚魚につ

いて記載している．上記の西太平洋産の標本はこの地中海産のものに比べて対鰭がやや長

いが諸特徴はおおむね一致する．なお地中海産の標本によれば本種の卵は直径1.4～1.5ｍｍ

で卵表上には90～100個の附.着糸を不規則に生ずる．大西洋産のものについてはBREDER

(1938）が34～125ｍｍの標本を図示しておりＰＯＬＬ（1949）も106ｍｍのものを記載して

いるが体長５６ｍｍ内外のものでは背鰭が高くその外縁は凸出した弧状をなし，且先端に

近く広く暗色を呈するのがみられる．125ｍｍの個体でも胸鰭前部の鰭膜はなおややひろ

い．

類縁：本種にもつとも近いのはオオメオキトビｐ､α/6加?αc"/αr“(FowLER）である．こ

のトビウオはPhilippine,Marshall群島などから報告されている外,ABE(1956a）は小笠原

群島とMarshall群島との中間，１５℃OﾉN17Z30'Ｅ，２８霞09'N163c31'Ｗなどの太平洋

中部及び西部水域で採娠されたものについて報告している．阿部氏によればその頭長（体

長に対する百分比：25.2）と眼径（7.6～8.5）とはオキトビよりやや大きく，胸鰭にはその

中央下半部に幅の広い淡色横帯を有する点がオキトビと異る．背鰭前方の鱗列数，脊椎骨

数などに差異はない．

オキトビとオオメオキトビの幼期はニノジトビウオＨ”ﾉz戒cﾙrhys”ｃｃ"蛇9J．とホソアオ

トピ圧oxyc”Aα/"sの幼期の如く酷似しているものと思われるが明かな資料が得られてい

ない．ここに記載された幼期の標本においても両者が混同されているおそれがないとは云

い難い．

オキトビは成魚はホソアオトビなどに似ており幼期にもやや類似の点があるが,･その幼

期にはひげ状器官を生じないけれども下顎端が膨出すること，背鰭がかなり高くその外縁

が弧状を呈する時期があること，体が細く尾部に色胞縦帯が現われること，胸鰭の前部が

特殊の形態を示すことなどトビウオErog砿c/hrﾉhy”gooに類似の点が多くトビウオ類とし

てはむしろやや原始的なものと思われる．

本種は従来も日本及びシナの沿岸から記録されており岡田,松原（1938）もマイトビウオ

の和名の下に記載している.これはG6NTHER(1866)が創設したシナ海産のExocoer"s6rα‐

C”C”Aα/Z‘sにもとずいたもので，該種は後にEXOCOemSro"此/e〃に吸収されたがJORDAN

andsTARKs（1903）が三崎産の標本にもとずきEXC"α”ｅｓ６ｒａｃﾉhyc”Aα/“（CUNTHER）と

して記載しているものも，JoRDAN,TANAKAandSNYDER(1913）がそのAcatalogueofthe

FishesofJapanのうちにマイトビウオの和名を附しCypsi”“〃αcﾉhycepAα/"s(GtjNTHER）

としてかかげている挿図も胸鰭の特徴からみて明かに，.”"此/e〃ではなくＨ”"戒cﾉｶｵﾉiys

oXycepﾙαﾉ“(BLEEKER）を表している．叉，田中はその著書の中でしばしばマイトピウオは
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南日本各地に多いと述べ，その特徴として胸鰭の第２鰭条が分岐していない点（最初の萎

縮鰭条は従来の諸記載では無視されているのでこれを除いて）をあげているが，これはむ

しろトビウオＰ1℃”cﾙﾉ妙ｓａｇＯＯ（T､ｅｔＳ.）（本種は九州南部，八丈島などでは多量に漁獲

される）を指しているのではないかと思われる．真の、､７°Ｃ"虎/e〃は沖合性のものでわが

国では稀に採集されるの承のものであろう．

特徴：本種の成魚は外観はホソアオトビに似ているが胸鰭条の前部２個（萎縮鰭条を除

き）が分岐していないのが明かな特徴となる．

幼期においても背鰭と騨鰭の鰭条数がほぼひとしくその起点がほとんど相対しているこ

とはニノジトピウオ属Ｈ恥加成cAr〃ｙｓ属の諸種と同様であるが，胸鰭の前部の形態に承ら

れる特徴は該属とは著しい差異を示す．叉，１､ビウオ属Prog"icﾙＩｒｈｙｓ中のトビウオとは胸

鰭と背鰭との形態などに共通の点が多いが，トビウオ幼期にはひげ状器官が発達する点が

異る．

生態：日本近海における本種の生態は明かでない上記の成魚の標本は４月２９日に,幼

期標本はいずれも７～９月に採集されている．稚仔が沿岸で採集されない点から承て沖合

性のトビウオを推定される．

分布：広く世界の熱帯，亜熱帯水域に分布するものとされる．しかし分布の中心はむし

ろトビウオ類の分布水域としては高緯度にかたよっているのではないかと思われる．

20.“ず”“c賦伽ｓＳｐｅａ”g”（VALENcIENNEs）

ニノジトビウオ

P1ates49-52；Tableｓ４０，４１

成魚の形態（P1.49,fig.Ｂ)：本種は全長24～26ｃｍ，体長19～22ｃｍに達するやや小型

のトビウオ類である．九州南西諸島，台湾東方海域などで採脹された成魚６個体の脊椎骨

数は45及び4６（28＋17,28＋18,29＋17)．

これらの標本（６３＋皐３）における鰭条などの数及び各部分の測定値は次に示す通り

である．

背鰭条数10叉は11,樗鰭条数11叉は12,胸鰭条数18叉は１９(前端の萎縮鰭条を含め)，

後頭部より背鰭起点に至る正中線上の隣数31～33,背鰭起点と側線との間の隣列数s叉は

６，側線と樗鰭起点との間の鱗列数２，鮒紀数６～８＋１７～19．

体長に対する百分比：体高15.4～17.2,体I隅12.8～14.4,頭長23.5～24.6,吻長6.9～7.9,

眼径7.2～7.9,眼後部長10.4～11.3,眼間径7.5～8.0,吻端より腹鰭基底までの距離58.8～

60.8,背鰭起点までの距離73.5～75.5,唇鰭起点までの距離72.6～74.6,胸鰭長68.5～72.2,

腹鰭長26.9～28.6,最長背鰭条長9.0～10.0,最長唇鰭条長7.7～8.5,背鰭基底長13.4～15.5,

樗鰭基底長14.5～15.5,尾柄高6.0～6.7,尾鰭上葉長18.4～19.5,下葉長26.1～27.1．

これらの標本の個体別測定値はＴａｂｌｅ４０にかかげる．
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Ｕｏｔｓｕｒｉ１．

１９５０－４

ＫＣＦ３０３０
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体はホソアオトビ圧oxycep力α/"‘，と同じようにやや細い．腹鰭の位置は眼の中央叉はそ

のやや後部と，尾鰭中央鰭条先端との中間中央にある．多くの個体では胸鰭は尾柄の前部

に，腹鰭は唇鰭の後部に達する．騨鰭の起点は背鰭の第２鰭条基底下方叉はそれより前方

に位置を占める．眼は大きく眼径は吻の水平長より大，両顎には円錐歯をおび口蓋骨にも

小円錐歯が承とめられる．

色相：体'色は多くのトビウオ類と大差はない．胸鰭は大部分が藍黒色であるが，その中

央部にl幅の広い淡色の横帯が第３～４鰭条（萎縮鰭条を除き，以下同様）より下方に鰭の

後緑に平行にこれを横切り，第１３鰭条以下の淡色部に連る．鰭の後縁をふちどる淡色帯

はホソアオトピにおけるものより広く，その1幅は眼径の半ばに近い．その他の鰭の色相は

ホソアオトビと同様である．

屋久島，草垣島，奄美大島近海で採:柴された標本も上記のものと差異はない．

生活史：本種の幼期の標本は九州近海より薩南諸島，奄美諸島近海，更にその南方20,Ｎ

に至る台湾東方近海で，体長6.1～110ｍｍ(全長7.3～135ｍｍ）の３６個体が得られた．
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仔魚期（P1s,49,50)：体長6.1ｍｍ(全長7.3ｍｍ)．すでに卵黄は吸収しつくされており

体は細い吻は尖り頭部の形態はほぼ整っており，体長は頭長の約４倍，腹鰭基底は体の

ほとんど中央に,位置を占める．胸鰭の先端は腹鰭基底をわずかに超え，腹鰭の先端は響鰭

の第３鰭条基底に達する．鰭条は比較的よく発達しており，胸鰭には１１個がみとめられ

他の各鰭ではすでに定数を数える．尾鰭の先端は丸い．

色胞は後頭部では顕著な一群をなし,その前方,吻の背面にも４～５個散在し，そのうち

１個は上顎先端に接する．下顎下面にも２～３個があるが下顎端の背方よりみられる位置

には存在していない（ホソアオトピとの差異)．体側には尾柄部を除いてひろく散在してお

り，腹鰭上方では約４列を数える．腹面皮下には喉部よりﾉ吐門にひろがる暗'色部がある．

鰭上の色胞は胸鰭の前上縁に若干，腹鰭の前部に２～３個，尾鰭に少数が散在している．

背鰭と騨鰭とは無色である．

体長9.6ｍｍ(全長11.7ｍｍ)．腹鰭の‘位置は体の中央よりやや後方に移る．胸鰭には１４

鰭条がみとめられる．

頭部の黒色胞は眼前部より前方ではほとんど消失する．体側の黒色胞も腹鰭より前方の

背面及び腹側ではみとめられなくなる．しかし尾柄部は色胞におおわれる．胸鰭及び腹鰭

上の色胞の分布には大きな変化はない．

稚魚期（P1s､５０～52)：体長15.4ｍｍ（全長18.8ｍｍ)．胸鰭条は１９個で定数に達してい

る．胸鰭は６～７番目の鰭条が最長で全体は丸く大きなうちわ状をなし，先端は腹鰭基底

と背鰭前端との中間中央に達する．腹鰭は唇備のほぼ中央に達する．背鰭は騨鰭よりかな

り低い．尾鰭は下葉が凸出し，後縁はわずかに叉入する．

頭部では後頭部，鮒蓋などに皮下に埋没した色胞群が存在するが表屑の黒色胞は全く退

化消失する．躯幹部でも腹鰭より前方では４～５個を留めるの承である．しかし腹鰭より

後方では体側中央に沿い黒色胞列が発達し，その上下両側にも大型の黒色胞がならぶ．胸

鰭と腹鰭の色胞群はかなりひろがる．側線前部には隣がみとめられる．

体長28.0ｍｍ（全長35.0ｍｍ)．形態はいっそうととのう．眼はホソアオトビに比べれば

突出し背面よりみればその外廓はほぼ平行する．胸鰭は背鰭の前部に，腹鰭は唇鰭の後端

に達する．胸鰭は前部の鰭条が長くなり第４番目のものが最長，最初の鰭条は比較的短い

ままにとどまり，これと次の第２鰭条との間では他の鰭条間に比し鰭膜がややひろい．

黒色胞はふたたび増加し始め，頭部では眼間部より後方の背面，鯛蓋とその下方などを

おおうが，それより前方ではなお全く承とめられない躯幹部の腹鰭より前方でも背面に

の承少数が散在するに至るが体側には未だ全くこれを欠く．胸鰭基底及び腹鰭基底の下方

にはそれぞれ顕著な暗‘色斑が現れる．鰭上の色胞は胸鰭では第１鰭条先端に始り鰭の前半

外縁のやや内側を走る一弧状帯をなすものと第２鰭条以下の外縁をふちどるものがあり，

腹鰭では前部外側に大きな暗色斑を形成する．叉，背鰭ではその中央部上縁に接して密集

し暗色部を形成する．尾鰭下葉上にも多少散在するが唇鰭は全く色胞を持たない．体長

46.5ｍｍ(全長59.0ｍｍ)．胸鰭は背鰭の後部に，腹鰭は尾柄中央に達する．背鰭はかなり

高くなりその最長鰭条長は騨鰭の最長鰭条長の1.5倍を測る．胸鰭前部の形態はいっそう

特徴的となり，第２鰭条長は第１鰭条長の2.2倍,両鰭条の衣む角は30,内外でその間の鰭

膜は著しくひろがり外縁凹入して弧状をなす．
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〃

28.0

35.0

頭部の黒色胞は発育とともに後方より前方に向って増加するが，なお吻の背面，下顎な

どにはこれを欠く．体側はほぼ黒色胞でおおわれ胸鰭基底後方より体側中央を走るせまい

一縦帯が明らかになる．胸鰭では新にその基底附近が暗色をおびるとともに，これと外方

の弧状帯との間に別に一弧状帯が加わる．腹鰭も基底附近が暗色をおび，前部の暗色斑は

特に濃色を呈するほか後半部にもひろく黒色胞がひろがるが縁辺には達していない．背鰭

の外縁は第２～１０鰭条にわたって黒い尾鰭は基底部と上葉の先端及び下葉の大部分が暗

色を呈する．唇鯖には色胞がみとめられない

体長70ｍｍ(全長83ｍｍ)．胸鰭も腹鰭も各期を通じて最長となり先端は共に尾柄の後部

に達する．胸鰭の前端の緒条の先端はやや後方に曲るが次の鰭条との間の鰭膜は未だひろ

く，特徴的な形態はなおよく発達している．背鰭はやや低くなりその最長鰭条長は騨鰭の

最長鰭条長の約１．２倍．

吻の背面もひろく黒色胞でおおわれ，上下両顎の先端も暗色をおびるに至る．躯幹部も

背面はひろく暗色を呈し腹面は淡色．胸鰭は中央の２弧状帯の間に淡色帯を残すがその他

の部分は黒色胞でおおわれ，基底附近，先端部，中央の淡色帯の両側などが濃色を示す．

腹鰭も後部の外縁を除いてほとんど黒色胞でおおわれ，各鰭条の間に長卵形の淡繍色部がわ

ずかに残る．背鰭その他の鰭の色相には大きな変化はない．

体長105ｍｍ(全長132ｍｍ)．腹鰭の位置，胸鰭長などは成魚にひとしくなるが，腹鰭は

まだかなり長い．胸鰭の最初の２鰭条間の鰭膜もまだ広い．

胸鰭は大部分濃黒色，そのほぼ中央では各鰭条間に楕円形の淡色部が残され，第６鰭条

より下方では後縁は色胞を失い淡色を示す．腹鰭も大部分黒色で後部外縁は後方に至るに

従い幅広く淡色，背鰭にはその外縁中央になお黒色斑が残存している．尾鰭は上葉の一部

を残してほとんど黒色を呈する．

未成魚期（P1.52)：体長155ｍｍ（全長188ｍｍ)．胸鰭の形態は成魚と同様となるが腹

鰭はまだ成魚よりかなり長い．胸鰭の中央淡色横帯の下半部が明瞭となり，後端は成魚と

同じく淡色に縁どられる．腹鰭は前半が暗色，背鰭の中央上縁も未だ黒い．

これらの幼期標本の測定値をＴａｂｌｅ４１にかかげる．
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Distancefromsnoutto：
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Dmsal
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１

■
●
●
■
●
●
①
■
■
●

４
８
７
８
７
７
０
８
７
７

５
６
６
１
１
１
１
１

２
６
６
８
０
７
８
７
０
２

●
●
●
●
●
■
■
●
凸
●

４
０
０
０
８
８
３
９
９
７

５
７
７
４
２
１
１
１

４
３
０
０
０
１
５
４
９
７

●
■
巳
Ｕ
①
■
■
●
巳
●

９
２
３
１
３
０
０
６
４
５

５
７
７
７
３
１
１
１
１

５
８
６
０
２
９
０
４
０
７

■
●
凸
●
■
●
●
④
。
■

３
７
６
４
２
１
２
９
９
６

５
６
６
４
３
１
１
１
１

８
０
８
１
９
１
１
２
６
７

凸
①
■
即
年
Ｕ
●
■
■
■

３
０
７
２
３
３
０
８
７
６

５
７
６
５
３
１
１
１
１

56.0

71.1

68.9

61.7

38.8

16.1

11.8

16.1

16.1

６．８

７
８
５
３
５
６
７
５
７
６

●
■
■
●
ら
●
車
●
■
●

５
２
１
４
１
２
０
７
６
６

５
７
７
７
４
１
１
１
１

８
０
４
０
０
６
６
５
７
４

。
■
■
●
●
●
■
●
●
■

５
１
０
２
８
２
１
７
５
６

５
７
７
７
３
１
１
１
１

２
０
０
５
２
１
５
０
５
７

■
ｇ
■
●
①
■
■
●
◆
●

７
１
１
７
６
０
０
６
５
６

５
７
７
６
３
１
１
１
１

－１５．５

２３．６２５．６

17.9

27.5

17.4

24.4
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１２

１７

13.1

26.6

1７．２

３０．２21.2

ll

ll

lI8

1２

１２

１８

1１

１３
１７

l２

１２

ｉ７

1１

１２

１７

lｌ

ｌｌ

ｌ７

７
－
２
３

１
１
１

本種でも多くのトビウオ類のように成長に伴って腹鰭は後方に移る．胸鰭及び腹鰭は体

長60～90ｍｍまでは長さ（比長）を増し，それ以后はかえって短くなる．胸鰭の最初の２

鰭条の間の鰭膜は体長２５ｍｍ内外よりひろくなり始め３５ｍｍ内外ではその特徴的な形態

がよく発達する．そして105～110ｍｍのものでもなお明かであるが155ｍｍのものではす

でに成魚と同様となる．

頭部の黒色胞は最小の体長6.1ｍｍのものでは吻の背面にも散在し,下顎下面にも数個が

みとめられるが，その后はこれらの場所からは急速に消失し，体長15ｍｍではひろく頭部

の表面には象とめられなくなる．その後20ｍｍ内外からふたたび発達し始め，３０ｍｍ内外

では上顎先端にも２～３個の黒色胞が現れ，４８ｍｍでは下顎下面にも数個を生ずるがその

先端の背面から承られる位置にはまだ･色胞がない．体長56ｍｍでは吻の背面はその中央を

除いて･色胞が散在し，下顎端にも背方よりその数個を象とめるようになる．

体側横帯を有する個体は少いが，体長25ｍｍ内外より大きいものでは胸鰭基底と腹鰭基

底の暗色斑の中間にも一暗色斑を有するものがある．胸鰭の弧状帯が２帯となるのは本種

では体長45ｍｍ内外以后でホソアオトビよりはかなりおくれる．

MuNRo(1954)はNewSoulhWales沿岸で採集した本種の卵塊を実験室内で卯f化し，仔

魚の初期の発育を観察している．これによれば卵径1.53～1.87ｍｍ,少数の油球を有するが

沈性卵で，一端には１８～２０個の長さ５ｍｍに達する附・着糸を有し，反対側の一端には約

３０個の長さ0.17～0.18ｍｍの短い鉱状(hook-1ike）の突起を有する．

リ碑化直后の仔魚は全長4.5ｍｍ，頭部の２倍大の卵黄をとどめている．黒色胞と黄色胞が

全体に散在し，前者は体側では３列をなし尾部ではきわめて疎，腹鰭の中央に一黄色胞が

拳とめられる．

全長5.7ｍｍでは胸鰭に１７鰭条，背鰭と縛鰭とに各１０，１１個の鰭条がみとめられ，胸鰭

と腹鰭とは濃密に色胞をおび黒･色を呈する．

大西洋の瓦SPec"/igej・についてはBRuuN(1935）が体長84.6ｍｍのものを記載してい

るが，その諸特徴はわが国近海産のものとほぼ同様である．

類縁：本種は太平洋及びインド洋産のものも大西洋産のものも同一種とされており，わ

が国近海産の標本と大西洋（BRuuN,BREDERによる）の標本との間にも，後者で胸鰭条数
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が１６～2０（18及び１９のものが大多数）にわたるのを除いては大差はない.なお大西洋で

は本種の幼期標本は亙姉7z耐よりも採集が困難とされている点は，西太平洋における本

種とホソアオトビとの関係に一致するものである．

特徴：本属の特徴，本種とこれに近いホソアオトビとの差異については後者の特徴の項

に詳述する．

生態。分布：日本近海では鹿児島県とその南西に連る諸列島のうち屋久島，奄美大島，

魚釣島附近，その他八丈島附近などで採集されているが成魚は稀，稚魚も５～８月に採嬢

されるがホソアオトビに比べればはるかに少いしかし２０．Ｎ以南では成魚もふつうにみ

られる．太平洋，インド洋，大西洋の熱帯部にひろく分布する．

21．Ｈｆ７.”“c"雄ｙｓｏ"ycep"αIz“（BLEEKER）

ホソアオトビ

P1atesl，53-55；Tableｓ４２，４３

体長２０～22ｃｍ，全長２４～25ｃｍのものを普通とするやや小型のトビウオ類で，その脊

椎骨数は大隅海峡で採集された未成魚１０尾において４５～4７（28＋17,28＋18,29＋17,

29＋18,30＋17)．

成魚の形態（P1.53,fig.Ａ)：1953年６月台湾東南沖で採嬢された成魚５個体（２６＋

３早）における鰭条などの数及び各部分の測定値は次に示す通りである．

背鰭条数10叉は11,騨鰭条数10～12,胸鰭条数(前端の萎縮鰭条を含め）１６～１８；後頭

部より背鰭起点に至る正中線上の隣数32～34,背鰭起点と側線との間の鱗列数６叉は７，

鮒紀数７～８＋22～23．

体長に対する百分比：体高15.3～17.6,体|幅13.7～14.7,頭長23.9～24.2,吻長7.4～7.8,

眼径6.9～7.4,眼間径7.5～7.8,眼後部長10.0～10.9,吻端より腹鰭起点までの距離58.5～

60.8,背鰭起点までの距離73.5～76.6,唇鰭起点までの距離74.7～76.8,胸鰭長62.5～68.5,

腹緒長21.3～28.6,背鰭最長鰭条長7.2～7.8,僻鰭最長鰭条長6.5～7.1,背鰭基底長13.9～

１４１，騨鰭基底長12.5～14.8,尾柄高5.8～6.8．

これらの各標本の個体別測定値はＴａｂｌｅ４２にかかげる．

Table４２．鋤Y"城cﾙｫﾉＺｙｓｏＸＪ'c”ﾙα"ｓ（BmEKER）
MeasurementsandCounts

ＳｅＸ

Ｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈｉｎｍｍ・
Ｔｏｔａｌｌｅｎｇｔｈｉｎｍｍ･

ｍｐｅｒｃｅｎｔｏｆｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈ：
Ｄｅｐｔｈｏｆｂｏｄｙ
Ｂｒｅａｄｔｈｏｆｂｏｄｙ
Ｈｅａｄｌｅngth
Snoutlength
Diameterofeye
Interorbitalwidth

Postorbitallength

６
２
２
８
４
８
７

●
＄
巳
●
●
由
り

６
４
４
７
７
７
０

１
１
２
１

17.6

14.7

23.9

ＫＣＦ２９９６
〃

ノノ

ＫＣＦ２９９９
〃

〃

ＫＣＦ３０２９
〃

〃

ＫＣＦ3071
〃

〃

３
７
１
４
９
６
４

●
●
●
①
①
■
●

５
３
４
７
６
７
０

１
１
２
１i､7.6

10.9

０
７
７
５
７
５
３

■
●
■
●
●
①
■

７
３
３
７
６
７
０

１
１
２
１

８

１８７

２３４

Ｏ
Ｔ
ｎ
Ｕ
〆
Ｏ

ｎ
Ｕ
〃
斗

へ
皇
『
４

早

194

246

○
一ｒ

216

272

8

184

230

５
０
５
５
０
５
０

巳
Ｕ
①
●
■
凸
●

６
４
３
７
７
７
０

１
１
２
１
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19.7

25.7

Distancefromsnoutto：

Ventral

Dorsal

Anal

Lengthofpectoral
Lengthofventral
Lengthofthelongestdorsalray
Lengthofthelongestanalray
Lengthofdorsalbase
Lengthofanalbase
DepthofCaudalpedunc]e

Lengthorcaudal：

Ｕｐｐｅｒｌｏｂｅ
Ｌｏｗｅｒｌｏｂｅ

Ｎｕｍｂｅｒｏｆ：

Dorsalrays、
Analrays
Pectoralrays（i＋､）
Predorsalscales

Scalerowsabovelateralline
Gillrakers

Vertebrae

”
諏
軍
率
唱
一
郎
”
加
邪
一
昭

６
７
７
６
２
１
１
２

５
５
７
０
８
２
０
９
４
２

④
●
ｂ
■
申
◆
■
●
●
己

８
４
４
６
５
７
７
３
３
６

５
７
７
６
２
１
１

叩
“
“
距
距
一
ｍ
”
率
“

６
７
７
６
２
１
１

０
５
９
２
ワ
ー
８
０
１
８
７

■
Ｂ
ａ
④
●
Ｕ
◆
●
■
●

０
３
４
４
６
７
７
４
４
６

６
７
７
６
２
１
１

０
４
０
０
０
７
５
０
０
５

●
●
●
●
巳
●
●
即
■
●

０
４
５
５
５
７
６
４
３
６

６
７
７
６
２
１
１

19.0

26.5

3５

ｉ,１０
ｉ,１１
ｉ,1４
３２

７

７＋22
29-'-18

i,１０
i,１０
i,1５

１０

i'９
i,1５

６

ｉ’９
ｉ,ＩＯ
ｉ,1４
３３

６

７＋23
28＋1８

ｉ,１０
ｉ,１０
ｉ,1５
３４

６

８＋22
28＋1７

体は多くのトビウオ類よりはやや細い腹鰭基底と尾鰭中央鰭条後端との距離は前者と

眼の中央叉はその後部との距離にひとしい多くの個体では胸鰭の先端は背鰭の後部に，

腹鰭の先端は唇鰭の中央，或いはそのやや後方に達する．唇鰭の起点は背鰭の第２鰭条基

底下，若しくはそのやや前方にあり，個体によっては背鰭より前方に始っている．眼径は

吻の水平長にほぼひとしい．両顎には小さな円錐歯をおびるが口蓋骨には歯がない．

色相：体色は多くのトビウオ類と同様である．胸鰭は大部分暗褐色であるが下方の第

13,14鰭条（前端の萎縮鰭条を含まず，以下同様）以下は淡色で，この淡色の部分は上方

に延び孜第に狭まりつつ第7,8鰭条下に達し輪廓の不明瞭な三角形の斑紋をなしている．

鰭の先端より後縁に沿っても淡色で，この淡色縁は鰭の先端及び第8,9鰭条以下では他の

部分よりやや|隔広いがそのもっとも広いところでも瞳孔径よりは狭い．腹鰭の第１～５鰭

条は先端を除き色胞をおびるが鰭膜はほとんど淡色である．背鰭はやや暗色，尾鰭も黒褐

色をおびるが騨鰭は無色である．新鮮時にはこれらの鰭は紺･色をおびる

屋久島及び草垣島附近，沖細北部で採集されたものも上記の諸標本と大差はない．

生活史：本種の稚仔の標本は主として鹿児島県南西諸島，奄美群島周辺の海域，薩摩半

島沿岸，長崎県五鳥列島沿岸などできわめて多数採集されている．体長100～150ｍｍの未

成魚も屋久島附･近で約130個体が採喋されている．

仔魚期（P1.53）：採娠し得た最小の標本は体長6.8ｍｍ(全長8.2ｍｍ）である．この標本

では卵黄は吸収しつくされ,背鰭,樗鰭,腹鰭は定数の鰭条を持つが胸鰭条は12個の象が明

らかである．吻端はまだ丸みをおびており頭長は成魚よりもやや長い．腹鰭は体の中央よ

り多少前方に位置を占める．胸鰭は腹鰭基底をわずかに超え，腹鰭は騨鰭前端に達する．

唇鰭は背鰭より著しく高く前者の最長鰭条は後者の最長鰭条の約２倍．尾鰭後縁は円く未

だ上下相称である．

固定されたものでは体はほとんど乳白色で頭部も躯幹部も黒色胞でおおわれるが尾柄部

にはみとめられない．腹鰭の上方体側では黒鯛色胞は４～５列をなしている．鵬蓋の下部と

腹面には皮下に埋没した色胞群がある，頭部の黒色胞は後頭部に錐合して大きな暗色斑を
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なし，その前方眼間部より吻にかけても散在している．下顎前端にも背方から２～３個が

象とめられる．胸鰭の前上縁及び腹鰭の下縁に沿っても黒色胞が発達している．尾鰭にも

少数が散在するが背鰭及び唇鰭には全く承とめられない．

体長9.6ｍｍ（全長11.7ｍｍ)．胸鰭条数はなお12,腹鰭の位置は体の中央よりやや後方

に移り，その先端は脅鰭の第３鰭条基底に達する．尾鰭の下葉が伸び始め後縁はほぼ裁形

となる．

頭部の黒色胞は吻の背面では数個を残すの承であるが上顎端及び下顎端(背方よりみて）

にはなお３～４個が承とめられる．体側の黒色胞は腹鰭基底より唇鰭上方にかけてその中

央に一縦線を形成し，尾柄上にも散在するに至る．鰭上の黒色胞群は腹鰭上ではかなりひ

ろがるがその他の緒では大きな変化はない．

稚魚期（Pls､54,55)：体長14.3ｍｍ（全長18.0ｍｍ)．胸鰭条数は１５個を数える．その

第5,6番目の鰭条がもっとも長くて全体は円象をおび，後端は腹鰭基底よりもかなり後方

に達する．腹鰭は第３番目の鰭条が最長で後縁は円みをおび先端は樗鰭の中央を超える．

背鰭と唇鰭とは高さがひとしくなる．

頭部の黒色胞は減少し後頭部と鵬蓋部との皮下に埋在するものの外は，頭頂，眼後部及

び上下両顎の先端に僅数を残すのみである．，体の前部側面より腹側にかけての黒'色胞もほ

とんど消失する．胸鰭と腹鰭との外縁に沿う色胞は内方に向ってかなりひろがる．

体長23.6ｍｍ(全長31.2ｍｍ)．胸鰭の先端は背鰭の前端に，腹鰭の先端は尾柄の前部に

達する．尾鰭下葉は長くなり後縁は叉入する．側線前部及び体側前方には隣が出現する．

頭部の黒色胞はその後部ではやや増加するが吻の背面には全く存在せず上下両顎端に

各為３～４個をみとめる．体側では胸鰭基底下方と腹鰭基底附近及び両者の中間中央の腹

側に黒色胞群が出現する．体側中央の縦帯は尾柄に達し，背鰭と縛鰭との間ではその上下

両側にも色胞が増加する．胸鰭上の黒‘色胞は外縁に近く一弧状帯をなし，腹鰭では前部外

側に一暗色斑をなす．背鰭の第２～６鰭条にかけてもその上縁に黒圃色胞が散在する．尾鰭
も下葉はかなり暗色をおびる．

体長34.5ｍｍ(全長43.0ｍｍ)．胸鰭は第３緒条がもっとも長く背鰭の第３鰭条の基底に

達する．第１鰭条と第２鰭条の長さの差が著しくなり，後者は前者の2.3倍.両鰭条のはさ

む角はそれより後方の諸鰭条のはさむ角より甚だしくひろく，その間の備膜はひろがりそ

の上縁は深く凹入している．腹鰭の先端は尾柄の中央に達し各期を通じてもつとも長い

背鰭は騨鰭よりやや高くなる．鱗はひろく体側をおおう．

頭部の黒色胞は増加をつづけ吻の背面も中央を除いて暗色をおびる．体側中央を走る暗

色縦線の下方には，虹門上方と唇鰭基底の中央上方にも色胞群を生じ，前方の３色胞群と

共に５横帯をなす．胸鰭では基底部が暗色を呈し，これと鰭の外縁に近い弧状帯との中間

に一弧状帯が加わり，更に外縁も暗色にふちどられる．腹鰭も外縁に到るまでひろく暗色

をおび，前部下方では特に濃‘色を呈する．背鰭はその中央の外縁に近い半分は暗色，唇鰭

はひきつづき淡色，尾鰭は基底部，上葉先端，下葉の後半部などが暗色である．

体長62.0ｍｍ(全長78.5ｍｍ)．腹鰭の位置は成魚とほぼひとしくなる．胸鰭は背鰭の中

央に達する．その第１鰭条の先端はやや後方に曲り第２鰭条に近ずくが，両鰭条のはさむ

角は未だかなり大きい．腹鰭はやや短くなり騨鰭後部に達するの承．
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体の背面は暗色となり吻の背面，下顎端なども全く色胞でおおわれる．体側下部の諸横
帯はほとんど消失する．胸鰭では基底の暗色部はひろがって最内側の弧状帯に連りひろい

暗色部をなし，外側の暗‘色帯は鰭条の伸長とともにほぼ鰭の中央に位置を占めるようにな

り，鰭の外縁はひろく暗色にふちどられる．腹鰭も前部鰭条間に楕円形の淡色部を残して

全体が暗色となり前部は特に濃色を示す．背鰭もその上半部が黒い．尾鰭は基底部，上葉
の先端，下葉の大部分が暗色を呈する．唇鰭のみはひきつづき淡色．

体長78.0ｍｍ(全長96.0ｍｍ)．胸鰭の第１鰭条の先端は第２鰭条に接するが両鰭条の間

にはまだかなり鰭膜が残されている．胸鰭中央の暗色帯もひろがり外方は縁辺の暗色部に

連り，淡色の部分はわずかに鰭の中央部の緒条の間に数個の楕円形の小斑紋として残るの

承である．腹鰭はその外縁より吹第に褐色し始める．

未成魚期（P1.55)：体長100～130ｍｍ（全長130～170ｍｍ）に達したものは体型はほと

んど成魚と同様となり，胸鰭前部の幼期の特徴も全く失われる．腹鰭も成魚と同じく第２

鰭条が最長となり先端は騨鰭の中央に達する．胸鰭は外縁に至るまで黒く最下方の２～３

鰭条間の承淡色，この部分から上方に次第にせばまりつつ第10～11鰭条に達する不明瞭な

三角形の淡色部が発達し始める．腹鰭は前半部が暗色，背鰭の中央上縁も暗色をおびる．

尾鰭は一様に黒褐色となる．

これらの幼期の標本のうち９個体の個体別測定値をＴａｂｌｅ４３に示す．
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本種でも腹鰭は幼期の始めには比較的前方にあるが，成長と共に後方に移り体長６０ｍｍ
に達すると成魚と同様の位置を占めるに至る．胸鰭は体長60～100ｍｍまでは孜第に長さ
（比長）を増し未成魚期に入ればかえってやや短くなる．腹鰭は40～50ｍｍまでは長さを
増し胸鰭長の２/３に達するが，それ以后は次第に短くなり成魚では２/５内外を示す．胸鰭
前部の形態が特徴的になり始めるのは,体長25～30ｍｍで，３５～60ｍｍでもつとも著しく
70～80ｍｍで退化し始め９０～100ｍｍのものでは成魚とほぼ同様となる．

頭部の黒色胞は体長７～８ｍｍまでは比較的よく発達しており，吻の背面においても上
顎端に至るまで散在し，下顎先端にも背方から２～３個をみとめることができる．しかし

これらは次第に消失し，稚魚期に入ったものでは吻の表面にはほとんどなくなり，上顎先

端と下顎先端とに各煮３～４個が存在するのみとなる．かくして体長30ｍｍに至るがその

后ふたたび吻の背面両側に現れ始め，中央に向ってひろがり４５ｍｍ以上のものではその全

面をおおう．胸鰭の暗色弧状帯は約30ｍｍで内外２帯とも明らかになる．

後述するように大西洋産の亙加‘"戒c"ﾉｶys姉"な(GijNTHER）は本種とほとんど共通の特

徴を備えており，亜種を異にする程度のものではないかと目されるが，その卵については

BRuuN(1935）及びBREDER(1938）の記載がありHuBBsandKAMPA(1946）はこれを次

のようにまとめている．すなわち卵径1.50～1.67ｍｍ，一端より７～12個の太くて長い附

着糸を生じ，反対側の端には１２～21個の短い糸状突起を持つという．九州南方近海でも

５～８月には魚釣鳥附近，沖細本島附近，種子ケ烏東方などのカジキ漁場でしばしばこれ

に類似の卯塊が延細に附着して採艇される（P1.1,ｆｉｇＨ)．卵径1.48～1.66ｍｍ(固定后)，

一端には10～25個の長さ0.15ｍｍ以下のきわめて短い糸状突起を持ち，反対側の一端よ

り９～18個の長さ４ｍｍ内外に達する附・着糸を出す（10個の卵による)．前者は鱗離して

いるが後者は絡み合って太いひも状を呈しこれによって枝柵などに巻きついている．これ

らの卵塊はおそらく本種のものと推定されるが未だ確かめられていない．

類縁：わが国近海からは本種はすでにしばしばマイトビウオの和名で記載されている．

すなわちJoRDANandSTARKs（1903,107ｍｍの個体による)，及びJoRDANandHuBBs

(1925,74ｍｍの個体による）のマイトビウオＥＸＣ"α"res6rac妙cap〃α/"s(GbNTHER）はい

ずれも本種の大型の稚魚と推定され,JoRDAN,TANAKAandSNYDER(1913）の図示している

マイトビウオＣｙｐｓ雌"”６}‘αc/bﾉcepAα/"ｓも本種の未成魚であろう．叉,NAKAMuRA(1934）

がＣ､6γαc〃cepﾙα/"ｓとして記載している全長8.7ｍｍの稚仔も本種の仔魚と同定される．

大西洋の蔵r‘‘"戯cﾉｾｫﾙys姉"な(GijNTHER）は成魚において本種とほとんど同様の特徴を

備えるのみでなく，幼期の諸形態においても，叉その発現消失の時期においても本種とき

わめてよく似ている（BRuuN，1935,BREDER，１９３８による)．ただ瓦”"なでは体長

46～97ｍｍに達して胸鰭の暗色の部分がひろがるに当って，その下方後縁に近く広く輪廓

の明らかな淡色部を残すが，このような状態は本種ではみられないしかしいずれにして

もこれらの両種はきわめて近いもので前者は後者の一亜種とすべきものと思われる．ＡＢＥ

(1956a）は亙術"ｉｓを以て瓦oxyc“ﾙα/ｚＩｓのsynonyJmとしている．

特徴：北西太西洋の本属のトビウオ類としてあげられるのは本種とニノジトビウオ瓦

”eα"jgerとの２種である．成魚ではこの両者の差異は胸鰭の斑紋に明らかにみられるの
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で判別は困難ではない．すなわち本種では胸鰭の大部分が暗色であるのに対して，ニノジ

トビウオではその中央をよこぎる明瞭な輪廓を持つ幅広い淡色横帯と後端に沿う淡色縁を

有するのがＪ侍徴である．

幼期には各期を通じてきわめてよく似ており両者を分つことは容易ではない．しかし吻

の背面，下顎端などの黒色胞の分布，胸鰭の幼期形態が消失する時期などには差異がやや

判然とみとめられる．

すなわち頭部の黒色胞分布については両者ともに仔魚期の始め体長７～８ｍｍまでは吻

の背面，上下両顎などに黒色胞が散在しているが，１０ｍｍ前后のものではほとんど退化消

失して時に数個を留めるのみとなり，やや成長してからふたたび出現した色胞におおわれ

るに至る．この間を通じホソアオトビでは下顎先端上面には常に少くとも２～３個の黒色

胞が散在し背方から承とめ得るに対し，ニノジトビウオでは体長40ｍｍ以上に達するまで

は下顎先端の背方からみとめ得る位置には黒色胞は出現しない．

又胸鰭の幼期形態の発現期についてはその前端２鰭条間の鰭膜がひろがるのは両者とも

に体長25ｍｍ内外であるがホソアオトビでは８０ｍｍ内外ではこの特徴はすでに不明瞭と

なるのに対し，ニノジトビウオでは１００ｍｍ以上に達してもなお明瞭にみとめられる．

そのほか体長４５～65ｍｍにおいてはホソアオトビでは腹鰭は外縁に至るまで暗色を呈

するに対し，ニノジトビウオでは後方では暗色部が外縁に達しないことも両者の差異のひ

とつとしてあげられる．

生態。分布：本種の稚仔は九州南海では４～１０月に多い．全長２０ｍｍ内外以后は錐魚

灯に群来し外洋ではもっともふつうの稚魚のひとつである．しかし日中沿岸の潮目などで

採集された例はない．多数の未成魚が主として９～11月屋久島近海のサバ漁船の集魚灯に

錐りクモ網などで採雄されている．

成魚は九州沿岸ではほとんどみられず筆者は屋久烏附近，草垣島附近，沖細本島北部な

どで４個体を採集し得たのみである．しかし台湾東部以南には少くない．

太平洋，インド洋の熱帯水域，暖流域に分布するものとされる．
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Ｓｏｃ､１３(5)，109-120．

BENNETT，Ｅ・Ｔ，

１８３１ChamctersofnewgcneraandspeciesoffiEhesfromtheAtlanticcoastof

northemAfrica，presentedbyCaptainBELcHER，Ｒ、Ｎ・Proc，CommitteeSci、

andCorresp.，Zoo1．ＳＯＣ、London，ｐｔ、１，１８３０－３１，ｐｐ、145-148．

BLEEKER，Ｐ，

１８８６AtlasiChthyologiquedeslndesOrientalesNeerlandaises・Exocoetifblmes，６，

ｐｐ、６７－７８，Pls、２４７－２５１．

１８６６Ｓｕｒｌｅｓｅｓｐｅｃｅｓｄ,Exocetdel'IndeArchipelagique,Nederl・TjLjdsch,Die１k.’３，

ｐｐ，105-129．

BoEsEMAN，Ｍ、

１９４７RevisionofthenshescollectedbyBｕＲＧｌｊＲａｎｄｖｏｎＳｍＥｏＬＤｉｎＪａｐａｎ，Zoo1．

Mededeelingen，２８，ｐｐ、１－２４２，pls、1-5．

BREDER，Ｃ，ＭＪｒ、

１９２７ScientificresultsofthefrstOceanographicExpeditionolthe‘‘Ｐａｗｎｅｅ'’1925,
Fishes､BulLBinghamOceanogr,CCI1.,1(1),ｐｐ、1-90,figs・1-36.

1928ScientilicresultsofthesecondOceanographicExpeditionofthe‘‘Ｐａｗｎｅｅ，，

1926,Nematognathi，Apodes，Isospondyli，SynentognathiandThoracostraci

lｒｏｍＰａｎａｍａｔｏＬｏｗｅｒＣａｌｉｆｏｍｉａｗｉｔｈａgenericanalysisoftheExocoetidae、

Bull､BinghamOceanogr・ＣＯ11.,2(2),ｐｐ、1-25,figs、１－１０．

１９３２OnthehabitsanddevelopmentofcertainAtlanticSynentognaLhi，Ｃａｍ・Ｉｎｓｔ・

Wash.，Ｐｕb1.,435,ｐｐ、１－３５，figs、１－１０pls、１－１２．

１９３８AcontributiontothelifehistoriesofAtlanticOceannyingfishes，Bull，

BinghamOceanogr､ＣＯ１１．，６(5)，ppl-126,地s、1-47．

BREDER，Ｃ、Ｍ，ＪＲ・ａｎｄＪ．Ｔ，NICHOLS

1930ａWestlndianformsofthcflyingEsh，ｇｅｎｕｓＣ〕Zp“/z"γzs,withthedescriptions

ofanewspecies．Ａmer．Ｍus、Novitates，４１９，９ｐｐ５ｆｉｇｓ、

1930ｂＲｅｍａｒｋｓｏｎｔｈｅｆｌｙｉｎｇｆｓｈｇｅｎｕｓＰ/e"o"〆“,Copeia,１９３０(3),ｐ,８９．

１９３４OnthesigniEcanceofvertebralcountsinexocoetidtaxonomy，Ｐｍｃ，Biol・

ＳＯＣ・Ｗａｓｈ.，４７；ｐｐ、37-44,面９．１．

BREDER，Ｃ，Ｍ、ＪＲ．ａｎｄＰ・ＲＡｓＱｕＩＮ

１９５２Thesloughingofthemelanicareaofthedorsalfn，anontogemcprocessm

”/”血ｓＪ”ﾙﾉ””.Bull．Ａmer．Ｍus．Ｎat・Hist.，99,ｐｐｌ－２４．

１９５４Thenatureofpost-1arvaltransformationin”/o皿'“αc“（Lacgpe血),Zoo‐

logica,NewYorkZool・ＳＯＣ.,３９(1),ｐｐ、17-29,1ｐＬ

ＢＲｕＮＮ，Ａ、Ｆ、

１９３３Ｏｎｔｈｅｖａｌｕｅｏｆｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｖｅｒtebraeintheclass瞳cationoftheExocoe‐

tidae，Vidensk・Medd・Dansk・Natnrh・Foren.，９４，ｐｐ、375-384.

1934NotcsontheLirmeantype-specimensofnying-iishes（Exococtidae)．Ｊour・

Linn､ＳＯＣ，Ｌｏｎｄｏｎ，３９，ｐｐ、133-135.
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１９３５Flying-nshes(Exocoetidae）oftheAtlantic,Systematicandbiologicalstudies，
Dana再Report(TheCarlsbergFoundation，sOceanographicalExpeditionround

theWorldl928-30andPrevious“Ｄana”Expedition),６，ｐｐ,1-106,figs､1-30,
pls、１－７．

１９３７NotessurlestypesdesExocetsdecritsparCuvIERetVALENcIENNEs・

Bull.Ｍus､Hist.Ｎat･Parjs，（２）９，ｐｐ、180-187．
ＢＵＤＤ，Ｐ．Ｌ、

１９４０DevelopmentofeggsandlarvaeofsixCalifomiaEshes･Calif、Div・Ｆｉｓｈ

ａｎｄＧａｍｅ，FishBulL，５６，ｐｐ、1-50,pls、１－１３．
ＣＨｕ，Ｙ、Ｔ，

１９３１１ndexPisciumSinensium・Biol・Bull、Ｓｔ・John，sUniv.，Shanghai，China，１，
ｉｖ＋291ｐｐｌｐＬ

ＣＬＡＲＫ，Ｈ、Ｗ，

１９３６TheTempletonCrokerExpeditionoftheCalifomiaAcademyofScience，
1932.Proc・CalifomiaAcad・Sci.,２１(29),ｐｐ､383-396.

,,ANCoNA，Ｕ、

１９２９Notediittiologicamediterranea，１．－StadigiovanilieuovadiE死ocoer“・

Ｐｕｂｂ・Staz・ZooLNapoli，９，ｐｐ、203-211.

1931,33Uova,１arveestadigiovanilidiTeleostei・FaunaeFloraGolfodiNapoli，
Monogr、３８，１－１７６ｐｐ.，１１pls.，１６６β9s.，１９３１；177-384ｐｐ.，６７figs，1933．

DAY，Ｆ、

1875-88ＴｈｅＦｉｓｈｅｓｏｆｌｎdia；beinganaturalhistoryoftheiisheｓｋｎｏｗｎｔｏｉｎｈａｂｉｔ

ｔｈｅｓｅａｓａｎｄｆｒｅsh-watersoflndia，Burma，andCeylon、７７８ｐｐ.，１９８pls.，
Ｌｏｎｄｏｎ・

DELsMAN，Ｈ，Ｃ、

１９２４FisheggsandlarvaefromJavasea･Treubia，５．ｐｐ、408-418．
DuNcKER，Ｇ・ａｎｄＥ・ＭｏＨＲ，

１９２６DieFischederSudsee-ExpeditionderHamburgischenWissenschaftlichen

Stiftungl908-12，Tei１２．Mitteil・Zoo]・Staatinst.ｕ・Zoo1.Ｍｕｓ・Hamburg,４２，
ｐｐ、１２６－１３６，１０iigs，

EHRENBAUM，Ｅ、

１９０４EierundLarvenvonFischenmitfEstsitzendenEiem，Wiss・Meeresunt.，Abt・
Helgoland，６，ｐｐ、128-200,pls、1-16.

FAGE，Ｌ，

１９１０RecherchessurlesstadespelagiquesdequerqueｓＴｅｌｅｏｓｔｅｅｎｓｄｅｌａＭｅｒｄｅ

Ｎｉｃｅ（ParagesdeMonaco）ｅｔｄｕＧｏｌｆｏｄｕＬｉｏｎＡｎｎ・Inst,oceanogr､Paris，
１(7),ｐｐｌ－５３,figs､1-39,Ｐ1.1．

FowLER，Ｈ，Ｗ、

１９２８TheFishesofOceania,Ｍｅｍ,ＢｅｍｉｃｅＰ・BishopMus.,10,iii＋540ｐｐ､４９pls、

１９３１TheFishesofOceania,SupplementLMem,ＢｅｍｉｃｅＰ・BishopMus.，１１(5)
ｐｐ、313-381.

1932AsynopsisoftheEshesofChina，ＰａｒｔｌＶ・Ｔｈｅcats，lizard-Eshes，green
gars，half-beaksandHyjng-fishes・HongKongNaturalist，３，ｐｐ、247-279,
figs、１－２２．

１９３４DescriptionofnewEshesobtainedｌ９０７ｔｏｌ９１０，chieHyinthePhilippine
lslandandadjacentseas,Proc,Acad.Ｎat､Sci､Philadelphia,85,ｐｐ､233-367.

1934TheFishesofOceania,Supplcment2,Mefh・BerniceP・BishopMus.,１１(6)
ｐｐ、１－８４．

１９４４Resultsofthe鉦thVanderbiltExpedition（1441),Thefishes・Acad.Ｎat・Sci・
Phila，Monogr、６，ｐｐ‘57-529.

1949TheFishesofOcefmia,Supplement3.,Ｍｅｍ・BemiceP,BishopMus.,１２(2)，
ｐＰ，1-152．

FRANz，Ｖ，

１９１０DiejapanischeKnocheniischederSammlungenHABERERundDoFLEIN，
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BeitragezurNaturgeschichteOstasiens，AbhandlungerderMath-phys､Ｋｌａｓｅｅ
ｄｅｒＫ・Bayer、AkademiederWissenschaften、４，Suppl.-Ｂｄ､１，ｐｐ,1-135,ｐ１．１１．

GILTAY，Ｌ、

１９３３ResultatsscientifiquesduvoyageauxlndesOrientalesNeerlandaiseｓｄｅＬＬ
ＡＡ．ＲＲ，lePrinceetlaPrincesseL6opolddeBelgique，Poissons，Ｍｅｍ．

Ｍus､Roy・Hist.Ｎat,Belg.（horsser.),５(3),ｐｐ,1-129,figs､１－２９．
GuDGER，ＥＷ、

１９３７Sargassoweediishnestmadebynyingfishesnotbysargassofishes(Anten‐
nariids),ahistoricalsurvey.Ａmer.Ｎat.,71,ｐｐ､363-381．

GtjNTHER，Ａ、

１８６０CatalogueofthePhysostomicontainingthefamiliesSalmonidae,Percoqsidae，
Galaxidae,Mormyridae,Gymnarchidae,Esocidae,Umbridae,Scombresocidae，

CyprinodontidaeinthecollectionoftheBritishMuseum･Catalogueofthe
fishesintheBrit.Ｍus，,６，ｘｖ＋368pp、

１８９９ReportonthepelagicEshescollectedbyH．Ｍ、Ｓ・Challengerduringthe

yearsl837ざ76．Rept・Sci、Res・Voy．Ｈ・Ｍ・Ｓ，Challengerl873-76，Zool‘３１
（78),ｐｐｌ－４７,pls､１－６．

１９０４ANDREwGARETT,sFischederSndsee‐111.Ｊour．Ｍus・Godeffroy，６，ｐｐ、２６１－

３８８，pls、141-160．
HZicKEL，Ｅ、

１８５５UberdieEierderScomberesoces､Arch．Ａnat‘und・Phisiol,ｐｐ,23-31,5pls・

HERRE，Ａ、Ｗ、

１９３６FishesintheCranePacificExpedition・ＦｉｅｌｄＭｕｓ.Ｎat，Hist・ZoolSer.，２６，
ｐｐ、1-472．

HILDEBRAND，Ｓ、Ｆ・ａｎｄ１．Ｅ・CABLE

１９３０DevelopmentandlifehistoryoffourteenteleostianBshesatBeaufbrt,Ｎ､Ｃ、

Bull．Ｕ，Ｓ・Bur・Fish‘，４６，ｐｐ、383-488,iigs，1-101．

HILDEBRAND，Ｓ．Ｐ．

１９４６AdescriptivecatalogoftheshorefｉｓｈｅｓｏｆＰｅｍ、Bull．Ｕ､Ｓ・ＮａｔＭｕｓ.，１８９，

ｐＰ，１－５３０，，９s、１－９５．

堀田秀之。小川達

１９５５海区別カツオの食餌組成について．東北海区水研研究報告，４，ｐｐ､62-88．

今井貞彦

１９５０トビウオ類の研究，１．カツオ。マグロ類の天然餌料となるトビウオ類の稚魚に

ついて．鹿児島水産専門学校研究報告，１(1)，ｐｐ､137~147,figs,１－５．

１９５２トビウオ類の研究，Ⅱ、日本産Ｐ１．０９"ｊｃﾉir妙‘y届のトビウオとその幼期．鹿児島

大学水産学部紀要，２(1)，ｐｐ､141-148,ii９．１，ｐ1．１．

１９５４トビウオ類の研究，Ⅲ．日本産蔵ﾉ．"”ｊｃﾙﾉﾉhys属のトビウオとその幼期．鹿大水

産学部紀要，３(2)，ｐｐ６２－７２，iigs､１－８．

１９５５ａトビウオ類の研究，Ⅳ、ウチダトビウオCyp‘SIe”"Ｓ７ＺａＩ.e”(GUNTHER）とその

幼期，鹿大水産学部規要，４(1)，ｐｐ､97-104,figs､1-4.

1955ｂ対馬暖流海域の稚魚速報，薩南海域のトビウオ類．対馬暖流開発調査研究報告，

２，ｐｐ、２３－５４，figs、1-57.

1956日本産トビウオ類の特徴と検索．鹿大水産学部規要，５(1)，ｐｐ､91-102.

1NABA，Ｄ、

１９３１OnsometeleostianeggsandlarvaefoundinMutsuBay・Rec、Oceanogr・

WorksJapan,３(2),Ｐｐ､53-62,ｐ1.11．

JENKINs，Ｏ・Ｐ、

１９０３ReportoncollectionsofhshesmadeintheHawaiianlslands，withdescrip‐

tionsofnewspecies･Bull．Ｕ、Ｓ･Fish‘Ｃｏｍｍ.，1902,ｐｐ、417=511．

JoRDAN，，．Ｓ，ａｎｄＢ．Ｗ，EvERMANN
，１８９６ＴｈｅHshesofNorthmdMiddleAmerica：Ｐａｒｔ１．Bull．Ｕ､Ｓ・ＮａｔＭｕｓ.,４７

(1),ｉｘ＋1240ｐｐ、

１９０５TheaquaticresourcesoftheHawaiianlslands，Ｐａｒｔｌ，theshorefishes、Bull．

Ｕ､Ｓ・ＦｉｓｈＣｏｍｍ.,２３(1),ｐｐ‘1-574,pls､1-73.
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１９０３NoteonacollectionoftheiishesfromthelslandofFormasa、Proc．Ｕ、Ｓ・

Nat．Ｍus.，２５，ｐｐ、315-369．

JoRDAN，，．Ｓ，ａｎｄＣ．Ｌ・HuBBs，

１９２５RecordoffishesobtainedbyDAvIDSrARRJoRDANinJapan，1922．Ｍｅｍ・

CarnegMus.，１０(2),ｐｐ､93-346.8pls・

JoRDAN，，．Ｓ・ａｎｄＳ．Ｅ・ＭＥＥＫ

１８８５AreviewoftheAmericanspeciesofflyingiishes(Eroceo“).Proc‘Ｕ､Ｓ､Nat．

Ｍus.，８，ｐｐ、44-67．

JoRDAN．，．Ｓ，ａｎｄＲ．Ｅ・RIcHARDsoN

１９０７FishesfromlslandsofPhilippineArchipelago､BulLBur・Fish.,27,ｐｐ､235-295.

1909ACatalogueofthefishesoftheIslandofFormosa,orTaiwanbesedonthe

collectionofＤｒ､HANsSAuTERMem・Cameg.Ｍus・'４(4),ｐｐ､159-204,17pls・

JoRDAN，，．Ｓ・ａｎｄＡ、ＳＥALE

１９０５ＴｈｅＦｉｓｈｅｓｏｆＳａｍｏａ・Bull．Ｕ、Ｓ・Bur・Fish.，ｐｐ、173-455.

1905FishesｏｆｔｈｅｌｓｌａｎｄｏｆＬｕｚｏｎａｎｄＰａｎａｙ・BulLBur，Fish.，２６，ｐｐ、１－４８．

JoRDAN，，．Ｓ･ａｎｄＥ．Ｃ，STARKs

１９０３AreviewoftheSynentognathusfishesofJapan、ProＣ・Ｕ.Ｓ・Nat,Mus.，２６，

ｐｐ、525-544,figs、１－３．

１９０７ＮｏｔｅｓｏｎｔｈｅｎｓｈｅｓｆｒｏｍｔｈｅｉｓｌａｎｄｓｏfSantaCatalina，Califomia、１．proＣ・

Ｕ．Ｓ、Nat．Ｍus･'３２．ｐｐ、６７－７７，iigs、１－８．

JoRDAN，Ｅ、Ｋ，

１９２５ＮｏｔｅｏｎｔｈｅｆｉｓｈｅｓｏｆＨａｗａｉｉｗｉｔｈｄｅｓcriptionofsixnewspecies，Proc．Ｕ、

Ｓ，Nat．Ｍus.，６６，ｐｐ、１４２．

鹿児島大学水産学部

1955ａ敬天丸実習調査報告書，コラル海に於けるマグロ延細操業調査，目昭和29年10月

２８日至昭和30年１月２８日．ｐｐ､1-247.

1955ｂ敬天丸実習調査資料，ニューギネヤ北部海域，目昭和30年６月１１日至昭和30年

７月１８日．ｐｐ、1-33.

1955ｃかごしま丸実習報告書，目昭和30年６月１４Ｒ至昭和30年８月２日．ｐｐ・’-25.

1956かごしま丸南方鮪漁業実習報告，目昭和30年６月２０日至昭和30年８月２日．”．
1-130．

鹿児島県熊毛水産指導所
１９５３熊毛海区飛魚漁業調査報告書，1953年度．s4pp、

１９５４同上，1954年度．４４ｐｐ、

１９５５同上，1955年度．s4pp・

金森政治°田ノ上豊隆
１９４８熊毛地方に於けるトビ魚漁業．大隅熊毛開発資料叢書，３，水産編，鹿児島県大

隅熊毛開発調査会，ｐｐ､12-26．

松原喜代松

１９５５魚類の形態と検索一I・石崎書店，ｘｉ＋789pp・

McCuLLocH，Ａ、Ｒ、

１９１１ReportonthefshesobtainedbytheF、１．s．“Endeavour，，ｏｎｔｈｅｃｏａｓｔｏｆ

ＮｅｗＳｏｕｔｈＷａｌｅｓ，Victoria，SouthAustraIiaandTasmania・Ｐａｒｔ１．Biol・

Research,Endeavour,１(1),ｐｐ,1-89.

1922TheFishesofNewSouthWales、AustralianZoologicalHandbook-I・xvi＋

１０４ｐｐ.，４３pls、

MILLER，，．』、

１９５２Notesontheembryologyandbehaviorofthenying-Eshes（CypJe“‘"‘F）ｏｆｆ

ｔｈｅｃｏａｓｔｏｆＳｏｕｔｈｅｍａｎｄＢａｊａＣａｌifornia、Calif・ＦｉｓｈａｎｄＧａｍｅ,３８(4)，

ｐＰ、549-555．

湊勝美

１９５２宮の浦地区を中心とした飛魚類．sPP．
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MUNRo，１．s．Ｒ、

１９５４Eggsandlarvaeofthefour-wingedHyingnsh，錘ﾉ･"ﾉz戒cﾉWly‘yqpGc""gα・

（VALENcIENNEs).Aust・Ｊｏｍ､Mar､Freshew・Res.,５(1),ｐｐ､64-69.1ｐｌ・

中村秀也

１９３５小湊附近に現れたる磯魚幼期(その８)．養殖会誌，５(3.4）ｐｐ,35-44,Egs､44,45．
NICHOLS，』．Ｔ・ａｎｄＣ．Ｍ・BREDERJR，

１９２８AnannotedlistoftheSynentognathiwithremarksontheirdevelopmentand

relationshipconectedbytheArcturus・Zoologica,８，ｐｐ､423-448,figs、156-176.

1930ＡｋｅｙｔｏｔｈｅＡｔｌａｎｔｉｃｓｐｅｃｉｅｓｏｆｔｈｅｇenusQ”e""･“,withanewflying-fish

fromtheC1evelandMuseum,ｓ‘‘B1ossom，,Expedition．Ａmer,Ｍｕｓ､Novitates，

４２８ｐｐ、１－８，figs、１－４．

１９３２Ａｎｅｗ“two-winged,，且ying-EshfromMauritius．Ａmer.Ｍus・Novitates561，

ｐＰ、１－１２，，９．１．

岡田弥一郎・松原喜代松

１９３８日本産魚類検索．三省堂，ｘｉ＋584ｐｐ､l12pls・
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Plate 42..

Prognichthys agoo (Temminck et Schlegel) \- W9r-l

Fig. A Adult, 255 mm long, Makurazaki.

Figs. B-F: Reared larvae

Fig. B Newly hatched larva, 4.2 mm long.

Fig. C 10 hours-larva, 4.5 mm long.

Fig. D 20 hours-larva, 4.4 mm long.

Fig. E 3 days-larva, 4.9 mm long.

Fig. F 7 days-larva, 5.1 mm long.





Plate 43.

Prognichthys agoo (T. et S ) I- t" t> 'A'

Reared larvae

Figs. A, B 2 weeks-larva, 10.5 mm long.
Figs. C, D 3 weeks-larva, 13.3 mm long.



Plate 44.

Prognichthys agoo (T et S.) I- t'^T-lll

Figs. A, B Young, 20.4 mm lorg, 27°42' N 128"42'E.

Fig. C Young 25.6 mm long, Koshiki-jima.
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Plate 45.

Prognichthys agoo (T. et S.) I- b'^^r-IV

Fig. A Yonng, 25.6 mm long, barbel.

Fig. B Young, 42.0 mm long, Yaku-shima.
Fig. C Young, 85 mm long, Yaku-shima.

Fig. D Immature, 179 mm long, east of Formosa.



Plate 46.

Prognichthys zaca (Seale) -f± |- tr^^r-l
Prognichthys sealei Abe '/;l>-7 (- h"

Fig. A Prognichthys zaca. adult, 141.5 mm long, Uotsuri-jima.
Fig. B Prognichthys sealei, adult, 187 mm long, 4°21'N 134°29'E.
Fig. C P. zaca, post-larva, 5.5 mm long, 22'24'N 125°10'E.
Fig. D P. zaca, post-larva, 10.5 mm long, 27"29 N 130°59'E.



Plate 47.

Prognichthys zaca (Seale) +F± I- t'^/r-ll

Figs. A, B Post-larva, 15.5 mm long, Yamakawa.

Fig. C Young, 26.8 mm long, 22'55'N 124=24'E



Plate 48.

Prognichthys zaca (Seale) -tfti 1-t" 9^"-III

Figs. A, B Young, 36.0 mm long, Yaku-shima.

Fig. C Young, 59 mm long, Yaku-shima.



Plate 49.

Danichthys rondeleti (Valenciennes) tj-+ I- t"

Hirundichthys speculiger (Valenciennes) ~y -J }- t'^/t-l

Fig. A Danichthys rondeleti, adult, 243mm long, Swanose-jima.

Fig. B Hirundichthys speculiger, adult, 194 mm long, Uotsuri-jima.

Figs. C, D H. speculiger, post-larva, 6.1 mm long, 23T0'N 126°40'E.



Plate 50.

Hirundichthys speculiger (Valenciennes) =-/ -J (- tTT>^-II

Figs. A, B Post-larva. 9.6 mm long, 22"55'N 124'24'E.
Fig. C Young, 15.0mm long, 22°55'N 124'24'E.



Plate 51.

Hirundichlhys speculiger (Valenciennes) =. / ?J I- t'^TT-lll

Fig. A Young, 15.0mm long, Yaku-shima.
Fig. B Young, 28.0 mm long, Yaku-shima.
Fig. C Young, 46.5 mm long, Yaku-shima.
Fig. D Young, 70 mm long, Yaku-shima.

•M—



Plate 52.

Hirundichthys speculiger (Valeciennes) =- / -J |- t'OT-lV

Fig. A Young, 46.5 mm long, Yaku-shima.
Fig. B Young, 70 mm long, Yaku-shima.
Fig. C Young, 110 mm long, Y'aku-shima.
F'g. D Immature, 155 mm long, 23°30'N 124'45'E



Plate 53.

Hirundichthys oxycephalic (Bleeker) ^ y 71 I- h*-I

Fig. A Adult, 198 mm long, 23'30'N 124"45'E.
Fig. B Post-larva, 6.8 mm long, Makurazaki.
Fig. C Post-larva, 6.5 mm long, Makurazaki.
Fig. D Post-larva, 9.6 mm long, Makurazaki.
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Plate 54.

Hirundichthys oxycephalus (Bleeker) ij\ '/T3r 1- t"-ll

Fig. A Young, 16.4 mm long, Yaku-shima.
Fig. B Young, 26.0 mm long, Makurazaki.
Fig. C Young, 34.5 mm long, Yaku-shima.
Fig. D Young, 62.5 mm long, Yaku-shima.



Plate 55.

Hirundichthys oxycephalus (Eleeker) .+. 7 T £ h tf-111

Fig. A Young, 16.4 mm long, Yaku-shima.
Fig. B Young, 34.5 mm long, Yaku-shima.
Fig. C Young, 62.5 mm long, Yaku-shima.
Fig. D Immature, 166mm long, Yaku-shima.


